
ジ
ャ
ク
ス
ン
期
民
主
党
の
諸
政
策

清

水

忠

重

【
要
約
】
　
ア
メ
リ
カ
史
の
上
で
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
」
と
は
、
お
よ
そ
対
照
的
な
二
つ
の
時
期
、
つ
ま
り
モ
ン
ロ
ー
執
政
期
の
「
感
情
融
和
の

時
代
」
と
【
八
四
〇
年
代
以
降
の
南
北
戦
争
前
夜
の
時
期
と
を
橋
渡
し
す
る
ユ
ニ
…
ク
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
北
部
・
南
部
・
西
都
な
る

三
大
堀
ク
シ
コ
ソ
は
各
々
独
自
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
を
開
始
し
、
銀
行
・
関
税
・
公
有
地
を
め
ぐ
る
多
彩
な
論
争
を
準
備
し
た
が
、
ま
た
他
方
で
は
、

繰
欝
矯
鱗
嚇
避
犠
鰯
麟
韓
麹
謙
織
縫
雛
鑛
厭
懲
継
場
灘
惣

・
草
瑚
塁
春
望
有
・
特
徴
肇
義
変
　
　
　
　
　
　
史
林
五
垂
三
九
七
二
年
三
・
し

ジャクスソ期民主党の諸敷策（清水）

は
　
じ
　
め
　
に

　
口
器
に
合
衆
国
の
二
大
政
党
は
、
そ
の
政
策
上
の
傾
向
か
ら
、
中
央
集
権
的
な
「
連
邦
主
義
」
の
立
場
（
国
民
共
和
党
、
の
ち
の
共
和
党
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
、
地
方
分
権
的
な
「
州
権
論
」
の
立
場
（
民
主
党
）
と
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
」
（
一
八
二
八
一
【
八
四
〇
年
）

の
民
主
党
施
政
を
聞
書
と
す
る
と
き
、
そ
の
政
策
的
基
調
が
一
、
概
に
は
州
権
論
的
と
規
定
し
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
統
領
ジ
ャ
ク
ス
ソ
が
政
治
生
命
を
賭
け
て
追
求
し
た
政
策
に
は
二
つ
の
局
面
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
銀
行
闘
争
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

ジ
ャ
ク
ス
ソ
が
連
邦
主
義
者
た
ち
の
圧
倒
的
な
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
合
衆
国
の
中
央
銀
行
を
倒
壊
さ
せ
、
通
貨
お
よ
び
銀
行
問
題
を
各
州
政

府
の
管
轄
下
へ
と
委
ね
た
事
件
で
あ
る
。
　
こ
れ
と
相
前
後
し
て
南
部
の
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
．
ラ
イ
ナ
州
が
、
州
権
論
の
立
場
か
ら
、
宮
州
内
で
の
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連
邦
法
（
保
護
関
税
法
）
実
施
を
拒
否
す
る
事
態
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
の
島
回
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
ク
入
ゾ
は
激
し
い
声
覗
を
発
し
て
、
断
固
、

連
邦
主
義
姿
勢
を
固
守
す
る
態
度
に
出
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
件
は
ジ
ャ
ク
ス
ソ
民
主
党
政
権
の
絶
頂
期
を
飾
る
い
わ
ば
冠
石
を
な
す
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
対
照
的
な
政
策
姿
勢
と
ド
グ
マ
的
な
矛
盾
は
、
い
っ
た
い
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
政
権
の
州

権
論
と
は
如
何
な
る
構
造
を
備
え
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
問
題
設
定
と
し
た
い
。

　
①
　
合
衆
国
政
治
史
上
、
第
七
代
大
統
領
ア
ン
ド
リ
ュ
…
・
ジ
ャ
ク
ス
ソ
と
彼
の
後
　
　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
継
者
マ
ー
チ
ィ
ソ
・
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ェ
ー
レ
ソ
の
執
政
期
は
…
括
し
て
こ
う
称
さ
れ

76 （208）・

二
　
地
域
利
害
と
民
主
党
の
形
成

1
　
三
大
セ
ク
シ
ョ
ン

　
ジ
ャ
ク
ス
ン
時
代
と
は
、
地
域
的
な
利
害
対
立
の
発
生
期
で
あ
り
、
こ
の
間
、
北
部
・
南
部
・
西
部
な
る
三
大
セ
ク
シ
ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
経
済
的
発
展
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
の
局
面
を
、
ま
ず
、
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
建
国
当
初
の
北
部
諸
都
市
は
い
ま
だ
産
業
革
命
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
少
数
の
商
業
資
本
家
た
ち
に
よ
る
沿
岸
・
海
外
貿
易
が
そ
の
主
要
業

務
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
初
頭
の
対
外
関
係
の
緊
迫
化
1
な
か
で
も
出
港
禁
止
令
（
一
八
〇
七
年
）
と
対
向
戦
争
（
一
八
一
ニ
ー

「
五
年
）
一
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
製
晶
を
遮
断
す
る
と
、
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
か
つ
て
の
大
商
人
た
ち
の
中
に
は
、
巨
額
の
海
運
業

諸
利
益
を
一
挙
に
企
業
部
門
へ
と
切
換
え
て
、
い
ち
は
や
く
転
生
を
図
る
も
の
も
現
わ
れ
た
が
、
建
国
期
以
来
の
こ
う
い
つ
た
旧
勢
力
は
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
に
お
い
て
、
依
然
顕
著
な
存
在
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
職
人
や
農
村
嵐
自
の
新
興
階
層
が
初
期
産
業
資
本

主
義
の
担
い
手
と
し
て
、
特
に
中
部
諸
州
一
な
か
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
i
を
中
心
に
族
生
し
て
く
る
が
、
彼

ら
も
新
た
に
北
部
実
業
界
の
重
要
な
構
成
要
索
を
な
す
に
い
た
っ
た
。

　
こ
れ
ら
新
・
旧
両
勢
力
は
、
官
民
提
携
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
反
目
し
合
う
関
係
に
立
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
旧
勢
力
は
、



ジャクスソ期民主党の諸政策（清水）

建
国
期
以
来
、
連
邦
政
府
の
賦
与
す
る
特
権
や
資
金
援
助
を
享
受
し
て
お
り
、
政
府
と
い
わ
ば
利
益
提
携
の
関
係
に
あ
っ
た
。
他
方
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
な
ど
の
新
興
階
層
の
間
で
は
、
既
存
の
経
済
秩
序
を
不
満
と
し
、
自
由
放
任
を
唱
え
る
空
気
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
保
護
貿
易

の
支
持
と
い
う
点
で
は
、
北
部
実
業
界
に
異
論
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
地
域
の
製
造
工
業
が
、
従
来
輸
入
品
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た

部
分
を
代
替
・
自
給
化
す
る
に
つ
れ
て
、
関
税
率
引
上
げ
の
要
求
も
当
然
高
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
英
国
製
品
が
市
場
に
氾
濫
し
た
対
英
戦
争
直

後
の
一
時
期
、
そ
し
て
一
八
一
九
年
に
勃
発
し
た
不
況
は
、
北
部
の
保
護
貿
易
運
動
を
本
格
的
な
段
階
に
ま
で
高
め
た
。
こ
れ
以
後
、
織
物
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

者
や
製
造
業
者
は
国
会
へ
の
請
願
書
に
お
い
て
、
再
三
再
四
、
関
税
修
正
を
促
す
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
一
八
二
〇
年
代
以
降
の
北
部
実
業
界

は
、
そ
の
内
部
に
、
官
民
提
携
と
自
由
放
任
と
を
め
ぐ
る
対
立
状
況
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
保
護
貿
易
熱
の
高
揚
と
い
う
点
で
は
こ
れ
を
一
律
に

特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
植
民
地
時
代
以
来
、
南
部
の
沿
岸
低
地
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
層
が
奴
隷
を
使
役
し
て
、
タ
バ
コ
・
米
・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
等
を
栽
培
し
た
。
ま
た
内

陸
高
地
で
は
、
開
拓
小
農
民
が
家
畜
飼
育
や
穀
類
の
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
。
当
初
、
綿
花
は
こ
の
地
域
の
主
要
作
物
の
中
に
は
数
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
産
業
革
命
期
の
英
国
で
綿
花
需
要
が
激
増
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
プ
ラ
ン
タ
ー
層
の
経
営
関
心
も
こ
れ

に
刺
激
さ
れ
て
、
次
第
に
綿
花
栽
培
へ
と
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
綿
操
機
の
発
明
（
一
七
九
三
年
）
を
機
に
、
彼
ら
は
内
陸
高
地
に

も
新
た
に
綿
作
地
を
進
出
さ
せ
、
そ
の
過
程
で
奴
隷
制
の
強
化
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
開
拓
小
農
民
を
追
散
ら
し
て
、
南
部
経
済
の
同
質
化
を

達
成
し
た
。
こ
う
し
た
経
済
変
革
の
起
点
を
な
し
た
の
は
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
あ
る
。
一
八
世
紀
末
一
一
九
世
紀

三
〇
年
代
の
綿
花
生
産
高
の
伸
び
は
こ
の
二
州
を
中
心
と
し
て
お
り
、
当
時
の
あ
る
上
院
議
員
の
見
積
り
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
州
の
綿
花
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

出
額
の
み
で
「
連
邦
に
お
け
る
自
余
の
諸
州
の
輸
出
総
額
の
半
ば
以
上
」
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
右
の
事
情
は
、
こ
の
地
域
が
全
域
的
な
規
模
で
単
作
地
帯
に
転
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
綿
花
以
外
の
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
生
活
用
品
を
北
部
や
海
外
に
依
存
す
る
度
合
い
は
極
度
に
高
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
移
入
す
る
に
せ
よ
輸
入
す
る
に
せ
よ
、
保
護

留ハ

ﾕ
政
策
は
価
格
騰
貴
の
原
籍
と
煽
っ
た
。
か
く
て
一
八
二
〇
年
代
以
馨
、
常
部
俊
プ
ラ
ン
タ
ー
層
は
閑
事
設
筐
に
嘉
し
て
北
部
資
本
塚
と
は
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正
反
対
の
結
論
に
罫
達
し
ト
㍗
北
部
の
繁
栄
は
南
都
の
貧
圃
化
の
上
に
う
ち
鑑
て
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
見
解
が
こ
の
地
域
で
一
般
的
と
な
9
、
た
ひ

こ
う
し
た
風
潮
を
背
景
に
、
サ
ウ
ス
・
力
丸
ラ
イ
ナ
州
が
綿
花
王
国
の
好
戦
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
南
部
政
界
の
主
導
権
を
握
る
に
い
た
る
。

　
南
北
両
地
域
の
対
立
点
に
関
し
て
、
西
部
小
農
の
立
場
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
北
部
寄
り
で
あ
っ
た
。
保
護
関
税
法
案
は
「
西
部
人
里
の
お

気
に
入
り
法
案
の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
．
原
料
品
目
（
大
麻
・
亜
麻
・
小
麦
・
糖
密
・
羊
毛
）
に
対
し
て
は
特
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
関
税
設
定
よ
り
も
、
よ
り
根
本
的
な
固
有
の
課
題
が
控
え
て
い
た
。
公
有
地
の
処
分
問
題
で
あ
る
。
も
と
も
と
植

民
地
時
代
に
は
そ
の
無
償
交
付
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
建
国
期
に
当
っ
て
連
邦
政
府
は
財
政
難
克
服
の
応
急
策
と
し
て
、
公
有
地
に

一
定
の
価
格
を
設
け
た
。
そ
し
て
こ
の
方
式
が
そ
の
後
も
続
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
部
製
造
業
の
成
長
に
つ
れ
て
資
本
家
の
間
で
は
、
稀
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

労
働
人
口
を
確
保
し
よ
う
と
の
図
心
か
ら
、
価
格
引
下
げ
や
無
償
交
付
に
反
対
す
る
傾
向
も
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
情
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
二
〇
年
代
の
め
ざ
ま
し
い
西
漸
運
動
に
よ
っ
て
西
部
諸
州
の
人
口
が
飛
躍
的
な
増
加
を
た
ど
る
と
、
無
償
土
地
運
動
も
一
挙
に
緊
急

性
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
た
。
園
み
に
こ
の
運
動
の
急
先
鋒
に
お
ど
り
出
た
の
は
イ
リ
ノ
イ
州
で
あ
っ
た
が
、
同
州
は
一
八
二
〇
L
三
〇
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

間
に
一
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
驚
異
的
な
人
口
増
加
を
記
録
し
て
い
る
。

－
さ
て
、
以
上
概
観
し
た
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
」
の
地
域
利
害
の
う
ち
で
特
に
重
要
な
の
は
南
部
と
北
部
、
つ
ま
り
関
税
設
定
を
め
ぐ
る
南
北

間
の
対
立
と
、
官
民
提
携
を
め
ぐ
る
北
部
内
で
の
抗
争
で
あ
る
。
当
時
の
主
要
論
点
を
形
成
し
た
の
も
こ
の
二
つ
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
史

の
流
れ
の
中
に
こ
う
し
た
利
害
状
況
を
位
置
づ
け
る
と
ど
う
な
る
か
。
ま
ず
第
一
に
言
え
る
こ
と
は
、
従
来
の
階
層
対
立
が
一
方
の
側
に
資
本

家
利
益
、
他
方
の
側
に
農
民
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
地
利
益
と
い
う
配
置
関
係
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
に
は
新
興

資
本
家
勢
力
の
登
場
に
よ
っ
て
そ
れ
が
鼎
立
状
態
を
現
出
す
る
に
い
た
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
と
は
「
感

情
融
和
の
時
代
」
と
南
北
戦
争
前
夜
と
い
う
お
よ
そ
対
照
的
な
二
つ
の
時
期
を
橋
渡
し
す
る
位
置
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

「
感
情
融
和
の
時
代
」
（
一
八
一
六
一
一
八
二
三
年
）
と
呼
ば
れ
た
あ
の
モ
ン
ロ
ー
執
政
期
の
和
解
的
な
状
態
が
、
こ
の
時
代
に
は
す
で
に
は
る
か

遠
の
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
ま
た
他
方
で
、
南
北
戦
争
前
夜
（
一
八
四
〇
年
代
以
降
）
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
代
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ジャクスソ；期民主党の諸政策（清水）

の
南
北
間
の
対
立
は
奴
隷
制
拡
大
の
是
非
で
激
論
が
交
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
煮
詰
っ
た
段
階
に
行
き
つ
い
て
お
ら
ず
～
北
部
新
興
勢
力
は
い
ま
だ

全
面
的
な
発
展
を
遂
げ
て
は
い
な
か
っ
た
。
南
北
間
の
論
争
は
関
税
設
定
と
い
う
あ
く
ま
で
結
果
的
・
派
生
的
な
次
元
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
殊
性
は
当
時
の
政
治
的
局
面
に
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
差
当
っ
て
ま
ず
政
党
を
検
討
し
て
お
こ
ヶ
。

2
　
民
主
党
と
国
民
共
和
党

　
建
国
期
に
は
二
つ
の
政
党
が
拮
抗
状
態
に
あ
っ
た
。
ジ
エ
フ
ァ
ス
ソ
の
党
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
党
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
、
一
八
○
○
年
を
境

に
、
・
前
者
の
党
に
よ
る
一
党
独
走
体
制
で
も
っ
て
置
換
え
ら
れ
る
に
い
た
る
が
、
そ
れ
も
や
が
て
内
部
分
裂
を
露
呈
し
、
一
八
二
〇
年
代
半
ば

に
い
た
っ
て
旧
来
の
政
党
体
制
は
事
実
上
の
終
り
を
告
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
五
つ
の
派
閥
が
現
わ
れ
た
。
各
た
の
名
称
を
、
そ
の
指
導

者
名
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
ー
ア
ダ
ム
ズ
派
、
ク
レ
ー
派
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
派
、
カ
ル
フ
ー
ソ
派
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
派
と
名
づ
け
て
お

こ
う
。
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
地
域
利
害
と
、
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

　
ア
ダ
ム
ズ
と
ク
レ
ー
は
、
と
も
に
北
部
の
資
本
家
旧
勢
力
を
代
弁
し
て
い
た
。
ア
ダ
ム
ズ
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
出
身
老
で
あ
り
、
い

わ
ば
こ
の
地
域
の
寵
児
で
あ
ワ
た
。
保
護
貿
易
と
官
民
提
携
の
推
進
を
二
大
骨
子
と
す
る
「
ア
メ
リ
カ
ン
体
捌
」
は
ク
レ
ー
の
打
出
し
た
政
策

構
想
で
あ
っ
た
が
、
ア
ダ
ム
ズ
の
見
解
も
基
本
的
に
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
北
部
で
も
、
保
護
貿
易
と
自
由
放
任
を
唱
え
る
新

興
階
層
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身
の
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
が
こ
れ
を
領
導
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
北
部
勢
に
上
し
て
、
南
部
プ
ラ
ン
タ
ー

早
瀬
の
旗
手
を
任
じ
て
い
た
の
が
サ
ウ
ス
・
鯉
山
ラ
イ
ナ
州
の
カ
ル
フ
ー
ソ
で
蹴
る
。
こ
の
政
治
家
は
一
八
二
一
年
の
時
点
で
は
、
ア
ダ
ム
ズ

誓
「
か
つ
て
私
が
行
動
を
と
も
に
し
た
こ
の
国
の
政
治
家
の
中
・
他
の
誰
よ
り
も
幾
的
．
党
派
的
偏
見
か
ら
超
然
と
し
て
い
塵
と
評
さ

れ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
数
年
も
経
絵
ま
に
も
つ
と
も
過
激
な
自
由
貿
易
論
者
へ
と
転
向
し
、
南
部
の
経
済
変
化
を
端
的
に
反

映
し
た
。
ジ
ャ
ク
ス
ソ
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、
対
英
戦
争
末
の
輝
か
し
い
軍
事
的
功
績
で
あ
る
。
こ
の
将
軍
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
ワ
シ

ン
ト
ン
の
再
来
と
し
て
人
気
を
博
し
た
が
、
出
身
州
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
特
に
西
部
民
衆
の
間
で
衆
望
を
集
め
て
い
た
。

　
新
た
な
対
立
政
党
は
、
こ
れ
ら
諸
派
閥
の
再
編
過
程
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
た
。
一
八
二
四
年
の
ア
ダ
ム
ズ
の
大
統
領
選
出
を
機
に
、
彼
と
ク
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レ
！
の
一
派
と
は
融
合
を
と
げ
て
国
民
共
和
党
の
発
足
と
な
っ
た
。
政
策
構
想
の
類
似
性
か
ら
い
っ
て
、
両
派
の
歩
み
寄
り
は
当
然
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
他
方
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
と
カ
ル
フ
ー
ソ
の
両
派
は
、
ア
ダ
ム
ズ
施
政
の
進
展
後
ま
も
な
く
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
を
擁
立
し
て
民
主

党
を
結
成
し
、
一
八
二
八
年
選
挙
の
勝
利
を
も
っ
て
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
」
の
開
幕
を
告
げ
る
。
つ
ま
り
布
陣
状
況
は
、
一
方
の
側
に
ア
ダ
ム

ズ
臆
ク
レ
ー
の
国
民
共
和
党
、
他
方
の
側
に
ジ
ャ
ク
ス
ソ
闘
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
翻
カ
ル
フ
ー
ソ
の
民
主
党
、
と
い
う
形
で
定
着
し
た
わ
け

で
あ
る
。
ど
こ
ろ
で
、
各
派
閥
の
支
持
層
を
考
慮
す
る
と
き
、
こ
の
政
党
編
成
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
北
部
の
新
興
階
層
（
ヴ
ァ
ン
・
ど
ユ
ー
レ
ン
派
）
と
南
都
の
プ
ラ
ン
タ
ー
層
（
カ
ル
フ
ー
ン
派
）
と
が
－
北
部
旧
勢
力

（
ア
ダ
ム
ズ
ー
ク
レ
ー
派
）
に
対
抗
し
て
一
共
闘
体
制
を
組
ん
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
民
主
党
は
後
年
の
南
北
戦
争
で
真

向
か
ら
衝
突
す
べ
き
背
反
的
な
階
層
を
双
脚
と
し
て
結
成
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
編
成
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
時
期
、
両
者
は
関
税
設
定
を
め
ぐ
っ
て
敵
意
的
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
政
治
的
ド
グ
マ
の
側
面
か
ら
、
こ
の
問
題

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
。

3
　
連
邦
主
義
と
州
権
論

　
運
邦
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
と
き
A
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
政
治
的
な
ド
グ
マ
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
派
の
連

邦
主
義
、
つ
ま
り
憲
法
を
拡
張
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
邦
権
力
を
強
化
拡
大
し
、
こ
れ
を
後
楯
に
し
て
商
工
業
利
益
の
増
進
を
図
ろ
う
と

す
る
立
場
で
あ
る
。
ハ
、
ミ
ル
ト
ン
自
身
の
言
葉
で
い
え
ば
、
連
邦
主
義
と
は
商
工
業
利
益
を
「
政
府
の
聡
明
な
る
援
助
と
奨
励
に
よ
っ
て
有
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
刺
激
」
し
、
か
つ
「
金
持
個
人
の
利
益
並
び
に
信
用
と
、
国
家
の
そ
れ
と
を
結
合
」
せ
し
め
ん
と
す
る
政
策
路
線
で
あ
っ
た
。
事
実
ハ
ミ
ル

ト
ン
は
財
務
長
官
在
任
中
、
公
債
・
銀
行
・
製
造
業
に
関
す
る
一
連
の
報
告
書
に
よ
っ
て
具
体
策
を
講
じ
、
そ
れ
ら
を
意
欲
的
に
実
施
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
土
地
利
益
の
側
に
立
つ
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
派
は
憲
法
の
厳
格
解
釈
を
主
張
し
て
、
い
わ
ゆ
る
州
権
論
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
打

出
し
た
。
連
邦
政
府
の
権
限
は
狭
く
、
他
方
、
州
の
権
利
は
広
く
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
政
府
が
資
本
家
に
保
護
を
加
え
た
り
特
許

状
を
与
え
た
り
す
る
権
限
を
、
連
邦
憲
法
は
認
め
て
は
い
な
い
、
と
。
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
派
の
民
主
的
農
本
主
義
者
に
と
っ
て
、
　
「
最
少
の
政
治
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が
最
良
の
政
治
」
と
い
う
自
由
放
任
主
義
の
思
想
は
、
そ
の
経
済
政
策
の
基
調
を
な
し
て
い
た
。

　
連
邦
主
義
・
州
権
論
な
る
建
国
期
の
ド
グ
マ
は
、
こ
れ
以
後
、
各
時
代
の
諸
階
層
が
具
体
的
な
課
題
を
論
議
し
態
度
表
明
す
る
う
え
で
必
ず

依
拠
す
る
政
治
的
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
継
承
さ
れ
た
が
、
　
「
ジ
ャ
ク
ス
ン
時
代
」
の
主
要
論
点
も
こ
の
伝
統
的
な
枠
組
に
流
し
込
ま
れ
て
、
次
の

よ
う
に
定
式
化
さ
れ
た
。

　
　
「
保
護
貿
易
・
官
民
提
携
－
連
邦
主
義
」

　
　
「
自
由
貿
易
・
自
由
放
任
－
州
権
論
」

　
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
派
と
カ
ル
フ
ー
ソ
派
が
連
合
し
え
た
原
因
は
、
　
「
ア
メ
リ
カ
ン
体
制
」
で
示
さ
れ
た
ア
ダ
ム
ズ
ー
ク
レ
ー
の
連
邦
主

義
路
線
に
対
抗
し
て
、
こ
れ
ら
両
派
が
等
し
く
州
権
論
を
標
榜
し
た
点
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
派
の
州
権
論
に
関
し
て
は
、
若
干
の
説
明
を
必
要
と
す
る
。
本
来
、
北
部
の
新
興
階
層
が
そ
の
拾
頭
過

程
で
直
面
し
た
の
は
ま
ず
も
っ
て
北
都
内
で
の
抗
争
、
つ
ま
り
官
罠
提
携
如
何
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
州
権
論
の
信
奉
者
と
化
し
た
の

も
実
に
こ
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
の
自
由
放
任
思
想
が
論
争
上
の
有
効
な
武
器
を
提
供
し
て
く
れ
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
」
に
い
た
っ
て
、
か
つ
て
、
農
民
こ
そ
が
「
神
の
選
民
」
で
あ
る
と
述
べ
た
人
物
が
、
資
本
家
か
ら

偶
像
視
さ
れ
る
と
い
う
風
変
り
な
現
象
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
北
部
の
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ソ
信
徒
た
ち
が
州
権
論
の
下
に
志
向
し
て

い
た
の
は
あ
く
ま
で
官
民
提
携
の
排
撃
（
自
由
放
任
）
の
み
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
南
部
人
の
主
眼
と
す
る
自
由
貿
易
に
対
し
て
は
全
く
否
定
的

な
見
解
し
か
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
州
権
論
た
る
や
、
い
わ
ば
二
元
的
な
州
権
論
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
南
部
側
の
州
権
論
者
た

ち
（
カ
ル
フ
ー
ソ
派
）
は
、
こ
う
い
つ
た
点
を
な
ん
ら
認
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
は
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
と
の
合
流
に
踏
切

っ
た
際
、
こ
の
北
部
人
を
し
て
「
州
権
論
の
熱
狂
的
な
支
持
者
」
と
絶
賛
し
、
さ
ら
に
言
葉
を
か
え
て
「
南
部
の
権
利
の
有
能
に
し
て
公
正
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

私
な
る
高
唱
者
」
と
呼
び
直
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
あ
と
の
呼
び
名
は
全
然
妥
当
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
後
年
ジ
ャ
ク
ス
ン
施
政
の
方
向
舵
を
握
る
の
は
北
部
州
権
論
者
の
側
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
ド
グ
マ
の
性
格
か
ら
し
て
、
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連
邦
主
義
者
（
国
民
共
和
党
）
と
の
抗
争
は
専
ら
喜
界
提
携
の
局
面
へ
と
限
定
さ
れ
、
貿
易
問
題
は
爾
賢
人
に
よ
る
党
内
部
か
ら
の
突
上
げ
と

い
う
形
で
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
北
部
州
権
論
の
こ
う
い
つ
た
二
元
性
が
、
な
ぜ
、
民
主
党
の
結
成
時
に
表
面
化
し
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

4
　
対
外
問
題
と
野
党
連
合

　
一
八
二
〇
年
代
半
ば
、
第
六
代
大
統
領
ア
ダ
ム
ズ
が
就
任
演
説
と
最
初
の
年
次
教
書
に
お
い
て
新
政
府
の
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
、

そ
こ
に
は
「
ア
メ
リ
カ
ン
体
制
」
の
政
策
構
想
が
鮮
開
に
盛
込
ま
れ
て
い
た
。
年
次
教
書
に
は
次
の
よ
う
な
提
案
も
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
し
た
中
南
米
諸
国
が
パ
ナ
マ
で
開
催
す
る
予
定
の
会
議
に
合
衆
国
代
表
を
派
遣
せ
よ
、
と
い
う
勧
告
で
あ
る
。
こ
の
教
書

は
、
直
ち
に
、
当
時
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
野
党
三
派
の
格
好
の
攻
撃
目
標
と
な
っ
た
。

　
後
年
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
語
っ
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
1
レ
ン
こ
そ
は
一
八
二
八
年
の
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
将
軍
の
選
出
を
成
就
す
る
に
当
っ

て
、
こ
の
国
の
誰
よ
り
も
」
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
当
時
、
ア
ダ
ム
ズ
教
書
の
批
判
を
挺
子
に
し
て
、
反
政
府
勢
力

統
合
の
気
運
を
盛
上
げ
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
手
法
に
は
、
あ
る
特
徴
的
な
用
意
周
到
さ
が
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
　
「
あ
の

当
時
、
パ
ナ
マ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
会
議
に
代
表
団
を
派
遣
せ
よ
と
い
う
提
案
ほ
ど
、
大
統
領
と
上
院
の
間
で
激
烈
過
度
な
論
議
を
呼

起
こ
し
、
感
情
の
昂
ぶ
り
を
示
し
た
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
ベ
ソ
ト
ソ
の
回
想
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は

教
書
内
容
の
中
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
ン
体
制
」
や
国
内
の
地
域
利
害
と
は
直
接
係
わ
り
の
な
い
即
題
領
域
を
こ
と
さ
ら
論
戦
対
象
に
選
び
と
っ
た
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
ベ
ソ
ト
ン
は
右
の
引
用
箇
々
に
す
ぐ
続
け
て
驚
い
て
い
る
。
　
「
こ
れ
ほ
ど
突
然
か
つ
完
全
に
熱
気
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

論
は
、
か
っ
て
な
か
っ
た
」
と
。
だ
が
、
も
と
も
と
人
為
的
に
煽
ら
れ
た
熱
狂
が
長
続
き
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
野
党
連
合
の
一
大
画
期
を
な
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
こ
の
対
外
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
「
上
院
審
議
が
終
了
し
た
と
き
、

近
代
民
主
党
が
形
成
さ
れ
て
い
た
」
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
大
統
領
ア
ダ
ム
ズ
が
鋭
敏
に
察
知
し
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
パ
ナ

マ
聞
題
こ
そ
は
「
ク
ロ
ー
フ
ォ
ー
ド
（
駐
ヴ
”
・
ソ
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
派
）
、
ジ
ャ
ク
ス
ン
、
カ
ル
フ
ー
ン
諸
派
な
る
不
協
和
な
諸
要
素
を
統
一
的
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⑩

な
野
党
勢
力
へ
と
連
合
さ
せ
る
」
最
初
の
契
機
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
は
代
表
派
遣
の
違
憲
性
と
外
交
関

係
紛
糾
の
危
険
性
を
こ
と
さ
ら
力
説
し
、
ア
ダ
ム
ズ
提
案
は
憲
法
拡
張
解
釈
の
枠
組
す
ら
は
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
立
て
て
、
南
部
議
員

と
州
権
論
の
立
場
に
お
い
て
初
の
合
意
を
取
付
け
た
。
そ
の
際
、
国
内
利
害
の
具
体
的
な
相
剋
は
背
後
へ
と
押
し
や
ら
れ
、
抽
象
的
な
ド
グ
マ

の
次
元
で
協
定
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
南
部
人
が
北
部
州
権
論
の
二
元
性
を
悟
る
に
い
た
っ
た
の
は
ジ
ャ
ク
ス
ソ
選
出
を
目
前
に
控
え
た
二
八
年
末
に
な
っ
て
、
つ
ま
り
、
彼
ら
が

「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
と
呼
ん
で
の
ち
の
ち
ま
で
罵
倒
ず
る
こ
と
に
な
る
関
税
法
案
が
連
邦
議
会
を
通
過
し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、

議
会
の
多
数
派
は
州
権
論
者
（
民
主
党
員
）
の
側
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
国
期
以
来
最
高
の
保
護
関
税
法
案
が
可
決
さ
れ
、
一
瞬
、

南
部
人
を
し
て
唖
然
と
さ
せ
た
が
、
実
は
こ
の
事
態
は
決
し
て
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
法
案
成
立
の
経
緯
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

5
　
唾
棄
す
べ
き
関
税

　
一
八
二
七
年
宋
、
関
税
問
題
が
緊
急
課
題
と
な
る
に
及
ん
で
、
連
邦
下
院
は
製
造
業
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
れ
に
当
ら
せ
た
。
そ
し
て
一
二

月
末
、
同
委
員
会
は
構
想
議
案
の
作
成
に
着
手
し
た
が
、
こ
の
作
業
の
中
心
人
物
、
そ
し
て
後
年
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
の
起
草
者
を
自
認
し

た
人
物
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
の
腹
心
S
・
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
終
責
任
は
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
自
身
に
あ
っ

た
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
の
「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
紙
は
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ

は
「
委
員
会
の
ジ
ャ
ク
ス
ン
党
メ
ン
バ
ー
を
毎
日
、
し
か
も
一
日
数
回
呼
び
出
し
て
は
彼
ら
と
会
話
を
交
え
て
い
る
。
重
要
な
事
柄
は
、
彼
の

知
識
と
同
意
な
し
に
は
、
決
し
て
な
さ
れ
た
り
報
告
さ
れ
た
り
し
な
い
そ
う
で
あ
る
」
と
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

紙
は
こ
れ
を
も
っ
と
皮
肉
っ
て
報
じ
た
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
万
事
が
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
氏
の
監
督
下
に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
。
関
税
等
に
関
す
る
限
り
、
氏
は
（
高
州
の
）
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
立
法
部
の
や
り
く
り
か
ら
（
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
）
、
御
親
切
に
も
連
邦
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
工
作
に
没
頭
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
」
と
。

　
二
八
年
初
頭
、
作
成
さ
れ
た
法
案
は
連
邦
下
院
に
ま
ず
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
解
釈
は
通
説
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第

83 C215）



一
に
法
案
起
草
者
は
、
主
と
し
て
西
部
小
農
が
そ
の
保
護
を
要
望
し
て
い
た
原
料
品
目
（
大
麻
・
亜
麻
・
羊
毛
・
糖
密
婦
）
に
、
法
外
な
高
関

税
賦
課
を
試
み
た
。
第
二
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、
こ
の
保
護
関
税
法
案
が
最
終
的
に
は
否
決
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
、

と
。
以
下
、
こ
の
二
点
に
沿
っ
て
ラ
イ
ト
と
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
の
真
意
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
第
一
の
点
で
あ
る
が
、
す
で
に
久
し
い
以
前
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
は
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
選
挙
民
か
ら
幼
少
産
業
の
保
護

を
再
三
再
四
要
請
さ
れ
て
い
た
。
特
に
法
案
起
草
の
直
前
、
彼
は
次
の
よ
う
な
警
告
を
地
元
の
一
幹
部
か
ら
受
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
も

し
も
彼
が
今
期
国
会
で
何
ら
か
の
保
護
措
置
を
講
じ
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
こ
の
州
の
ジ
ャ
ク
ス
ソ
将
軍
の
運
動
に
測
り
知
れ
ぬ
不
幸
を
招

き
、
わ
れ
わ
れ
は
来
た
る
諸
選
挙
で
困
難
に
し
て
不
確
実
な
戦
い
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
。
そ
れ
ゆ
え
保
護
関
税
法
「
成
立
の

た
め
に
は
人
力
の
限
り
」
を
尽
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
う
し
た
選
挙
前
の
雲
行
き
は
決
し
て
看
過
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
イ
ト
が
配
慮
し
た
の
も
、
ま
ず
も
っ
て
、
　
「
毛
織
物
工
業
の
た
め
に
誠
実
か
つ
公
正
な
る
保
護
税
率
を
引
き
出
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
案
の
議
会
通
過
を
円
滑
な
ら
し
め
る
に
は
、
他
晶
目
の
税
率
ま
で
も
次
友
と
釣
上
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
偽
装
工
作
を
施
す

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
つ
ま
り
「
製
造
業
者
に
共
鳴
を
抱
く
の
あ
ま
り
、
農
民
を
等
閑
視
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
、
原
料

口
㎜
優
遇
の
理
由
も
実
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ
ト
は
「
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
オ
ハ
イ
オ
の
わ
が
同

胞
た
ち
が
支
持
票
を
投
じ
う
る
範
囲
内
で
、
で
き
る
だ
け
高
く
」
　
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
毛
織
物
製
品
」
に
高
率
賦
課
を
ま
ず
試
み
、
し
か
る
の

ち
、
西
部
議
員
に
「
毛
織
物
製
品
（
の
項
目
）
を
支
持
き
せ
る
た
め
に
」
、
糖
密
・
大
麻
・
亜
麻
等
の
税
率
を
釣
上
げ
た
。
ま
た
、
鉄
の
税
率

は
「
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
関
連
に
お
け
る
必
要
条
件
」
と
し
て
は
じ
き
串
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
料
品
が
最
初
か
ら
の
主
眼
目
で

は
決
し
て
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
法
案
は
上
院
で
さ
ら
に
ひ
と
つ
の
修
正
条
項
を
加
え
ら
れ
て
、
毛
織
物
製
品
の
保
護
は
一
段
と
強
化
さ
れ

た
形
を
と
っ
た
が
、
こ
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
自
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
七
項
目
に
わ
た
る
修
正
条
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
中
、
毛
織
物
条
項
に
限
っ
て
こ
れ
を
支
持
し
、
唯
一
の
修
正
可
決
を
成
功
鯉
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
の
点
に
関
し
て
も
、
通
説
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
に
は
法
案
否
決
の
意
図
な
ど
最
初
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
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て
、
地
元
に
お
け
る
裏
面
工
作
に
も
、
そ
の
一
端
は
示
さ
れ
て
い
る
。
二
八
年
初
頭
、
二
昌
i
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
同
輩
選
出
の
国
会
議
員
全
員

に
向
け
て
「
羊
毛
・
大
麻
・
亜
麻
の
栽
培
業
者
と
、
鉄
お
よ
び
毛
織
物
の
製
造
業
者
に
対
し
て
蕪
雑
の
保
護
を
与
え
る
よ
う
、
関
税
修
正
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

く
万
全
の
努
力
を
せ
よ
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
通
達
を
発
し
た
が
、
こ
れ
は
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
q
レ
ソ
自
身
の
指
令
に
基
づ
い
て
い
た
。
法
案
成

立
の
運
び
と
な
っ
た
と
き
、
カ
ル
フ
ー
ソ
を
初
め
と
す
る
南
部
議
員
た
ち
は
ま
さ
に
唖
然
と
し
た
口
調
で
「
法
案
を
も
っ
と
も
過
激
に
非
難
し

て
い
た
ま
さ
に
当
の
人
達
が
、
突
如
急
旋
回
し
た
か
と
思
う
と
、
最
終
採
決
で
は
わ
れ
わ
れ
と
正
反
対
の
立
場
を
と
る
に
い
た
っ
た
」
と
憤
慨

し
、
　
「
北
部
の
裏
切
り
」
を
口
を
極
め
て
罵
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
う
い
つ
た
非
難
に
対
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は
、
　
「
私
の
手
は
（
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

議
会
の
）
指
令
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
…
…
」
な
ど
と
い
う
、
手
の
込
ん
だ
弁
解
を
繰
返
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
南
部
人
が
、
彼
の

州
権
論
に
大
き
な
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
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一
八
二
八
年
選
出
の
ジ
ャ
ク
ス
ソ
大
統
領
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
若
干
見
て
お
こ
う
。
彼
の
旺
盛
な
闘
争
本
能
、
そ
し
て
情
容
赦
な
く
敵

85 （2ユ7）



に
立
ち
向
か
う
態
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
次
の
点
、
つ
ま
り
味
方
に
対
し
て

は
極
め
て
寛
容
で
、
ま
た
側
近
者
の
助
言
等
に
は
進
ん
で
耳
を
傾
け
る
人
物
で
も
あ
っ
た
と
い
う
側
面
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
因
み
に
ヴ

ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
か
つ
て
私
は
、
こ
れ
ほ
ど
独
断
性
の
少
な
い
人
物
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ど
ん
な
論
題
を
持
出

さ
れ
て
も
、
彼
は
当
然
の
義
務
と
し
て
、
か
つ
無
類
の
喜
び
と
し
て
、
そ
れ
に
忍
耐
強
く
耳
を
傾
け
る
人
で
あ
っ
た
。
…
…
こ
れ
と
同
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

彼
は
自
分
の
過
誤
を
認
め
る
の
も
ま
た
早
か
っ
た
」
と
。
新
大
統
領
は
口
巧
老
た
ち
の
偲
偶
に
な
る
の
で
は
、
と
い
う
噂
も
す
で
に
就
任
時
に

流
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は
ど
う
か
。
彼
は
合
衆
国
で
党
派
争
い
が
も
っ
と
も
複
雑
か
つ
熾
烈
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
政
界
で
早
く
か
ら
そ
の
政
治
的
手
腕
を
練
摩
し
、
当
時
の
人
々
か
ら
、
　
「
オ
ー
ル
の
音
を
ひ
そ
め
て
目
標
に
漕
着
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
と

評
さ
れ
た
ほ
ど
の
策
謀
家
で
、
単
純
朴
訥
な
ジ
ャ
ク
ス
ソ
と
は
お
よ
そ
対
照
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
本
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
職
業
政
治
家

た
ち
は
決
し
て
自
己
の
手
の
内
を
見
せ
ず
、
ど
こ
に
究
極
の
真
意
が
あ
る
の
か
分
ら
ぬ
よ
う
に
事
を
進
め
る
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

り
わ
け
こ
の
術
に
長
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
．
．
菊
㊦
α
蜀
。
×
、
、
．
．
甑
ヰ
δ
鼠
㊤
σ
q
三
窪
、
、
な
ど
と
い
う
彼
の
渾
名
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
大
統
領

ジ
ャ
ク
ス
ソ
の
決
断
が
こ
う
し
た
人
物
の
助
言
や
政
見
に
影
響
さ
れ
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

　
ジ
ャ
ク
ス
ソ
選
出
は
三
つ
の
派
閥
を
支
柱
と
し
て
い
た
。
こ
の
中
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
本
来
の
追
従
者
か
ら
な
る
西
部
派
に
は
い
ず
れ
も
凡
庸
な

人
物
ば
か
り
で
、
党
内
主
流
派
を
な
す
に
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
カ
ル
フ
ー
ン
幅
下
の
一
派
は
中
央
政
界
で
も
著
名
な
政
治
家
た
ち

を
数
多
く
擁
し
て
お
り
、
党
に
対
す
る
指
導
力
と
影
響
力
の
面
で
当
初
も
っ
と
も
有
望
視
さ
れ
て
い
た
。
大
統
領
の
後
継
者
問
題
で
も
、
当
初

ジ
ャ
ク
ス
ソ
の
意
向
が
カ
ル
フ
ー
ソ
に
あ
る
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
で
す
ら
こ
れ
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
政
権
発
足
後
ほ
ど
な

く
し
て
施
政
の
舵
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
の
一
派
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
決
定
づ
け
た
事
件
を
次
に
見
よ
う
。

2
　
カ
ル
フ
ー
ン
派
の
失
脚

　
首
都
の
社
交
界
で
、
二
九
年
初
頭
、
あ
る
些
細
な
事
件
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
カ
ル
フ
ー
ン
派
の
閣
僚
夫
妻
が
陸
軍
長
官
イ
ー
ト
ン
夫
人
を
、

そ
の
出
自
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
誹
諺
し
、
上
流
社
交
界
か
ら
つ
ま
は
じ
き
し
た
事
件
で
あ
る
。
当
時
の
観
察
老
婆
の
証
言
か
ら
判
断
し
て
、
こ
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れ
は
イ
ー
ト
ン
入
閣
に
対
す
る
南
部
人
の
抗
議
運
動
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
閣
僚
た
る
や
テ
ネ
シ
ー
時
代
以
来
の
ジ
ャ
ク
ス
ソ
の
相
談
相

手
で
あ
り
、
ま
た
ジ
ャ
ク
ス
ソ
た
っ
て
の
要
望
に
よ
り
入
閣
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
カ
ル
フ
ー
ソ
派
閣
僚
の
態
度
は
大
統
領
の

自
尊
心
を
大
い
に
傷
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
は
イ
ー
ト
ン
夫
妻
の
た
め
に
こ
と
さ
ら
晩
餐
会
を
催
す
な

ど
し
て
、
巧
み
に
大
統
領
の
信
任
と
歓
心
を
買
う
態
度
に
出
た
。
続
く
二
三
〇
年
の
春
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
の
一
味
は
セ
ミ
ノ
ー
ル
戦
役

中
（
一
八
一
八
年
）
の
カ
ル
フ
ー
ソ
発
言
を
大
統
領
の
前
で
暴
露
し
、
両
者
の
関
係
を
一
層
険
悪
な
も
の
に
し
た
。
そ
の
発
言
た
る
や
、
当
時
陸

軍
長
堤
の
地
位
に
あ
っ
た
カ
ル
フ
ー
ソ
が
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
将
軍
の
フ
ロ
リ
ダ
侵
入
を
処
罰
す
べ
き
暴
挙
で
あ
る
と
し
て
、
激
し
く
罵
倒
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
当
時
ジ
ャ
ク
ス
ン
は
自
分
を
閣
議
の
席
上
た
だ
ひ
と
り
弁
護
し
て
く
れ
た
の
が
こ
の
人
物
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

思
い
違
い
し
て
い
た
の
で
、
改
め
て
真
相
を
知
っ
た
と
き
激
怒
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
出
来
事
の
経
過
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
南
部
勢
力
の
後
退
が
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
た
。
三
〇
年
末
、
民
主
党
の
公
認
機

関
紙
は
カ
ル
フ
ー
ソ
派
の
「
テ
リ
グ
ラ
フ
」
紙
か
ら
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
寄
り
の
「
グ
ロ
ー
ブ
」
紙
へ
と
切
換
え
ら
れ
た
。
ま
た
翌
年
春

の
内
閣
改
造
で
、
そ
れ
ま
で
閣
内
で
も
っ
と
も
優
勢
を
誇
っ
て
い
た
カ
ル
フ
ー
ソ
派
が
完
全
に
一
掃
さ
れ
た
。
同
派
は
南
北
の
主
導
権
争
い
に

完
敗
を
喫
し
た
わ
け
で
あ
る
。
大
統
領
ジ
ャ
ク
ス
ソ
は
二
九
年
末
の
年
次
教
書
で
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
に
事
後
的
な
承
認
を
与
え
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

れ
以
後
、
税
率
引
下
げ
が
ジ
ャ
ク
ス
ソ
政
権
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

3
　
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
解
釈

　
話
は
前
後
す
る
が
、
　
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
が
法
律
と
な
っ
た
と
き
、
カ
ル
フ
ー
ソ
は
「
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
解
釈
」
と
い
う
文
書
を
起

草
し
て
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
激
し
く
論
難
し
て
い
た
。
連
邦
政
府
の
関
税
政
策
は
財
政
上
の
収
入
の
み
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
り
、
税
率
は

純
粋
に
補
足
的
な
性
格
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
八
年
関
税
法
と
保
護
貿
易
制
度
一
般
は
「
違
憲
・
不
平
等
か
つ
抑
圧
的
」
な
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
南
部
人
を
し
て
「
そ
の
制
度
の
農
奴
」
と
化
し
、
　
「
そ
の
苦
役
か
ら
は
、
単
に
国
庫
に
支
払
わ
れ
る
租
税
の
み
な
ら
ず
、
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

造
業
者
と
そ
の
利
益
仲
間
ど
も
を
豊
か
に
報
い
る
資
金
ま
で
も
が
調
達
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
高
翔
は
、
わ
れ
わ
れ
の
零
落
で
あ
る
」
と
。
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こ
の
文
書
に
お
い
て
、
カ
ル
フ
ー
ソ
は
州
権
論
を
よ
り
過
激
な
形
で
展
開
し
、
い
わ
ゆ
る
無
効
宣
言
の
理
論
を
打
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
南
部

側
の
窮
境
打
開
策
を
提
示
し
た
。
彼
は
主
張
す
る
。
連
邦
政
府
と
連
邦
憲
法
の
制
定
は
、
各
州
を
そ
の
当
事
者
と
す
る
契
約
で
あ
る
。
独
立
し

た
政
治
的
主
権
団
体
を
構
成
す
る
の
は
個
女
の
州
で
あ
っ
て
、
一
全
体
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
人
民
な
る
団
体
概
念
は
成
立
し
え
な
い
。
連
邦
政

府
の
諸
施
策
が
憲
法
の
字
句
と
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
最
終
判
定
権
は
、
連
邦
政
府
に
で
は
な
く
州
の
側
に
、
つ
ま
り
契
約
の
当
喜

者
に
し
て
主
権
者
た
る
州
の
側
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
あ
る
州
が
、
何
ら
か
の
法
律
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
諸
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

判
断
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
州
は
そ
の
法
律
の
無
効
な
る
こ
と
を
宣
言
し
、
自
州
内
で
の
法
の
実
施
を
拒
否
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
、
と
。

　
こ
の
無
効
宣
言
の
理
論
に
お
い
て
、
　
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
法
が
カ
ル
フ
ー
ソ
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か

し
「
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
解
釈
」
は
二
八
年
末
に
州
議
会
に
提
出
さ
れ
た
だ
け
で
、
起
草
者
名
は
伏
さ
れ
、
公
式
に
採
択
さ
れ
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
初
南
部
の
指
導
者
た
ち
が
ジ
ャ
ク
ス
ソ
新
政
府
に
期
待
を
抱
い
て
い
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
ジ
ャ
ク

ス
ン
の
後
継
者
と
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
カ
ル
フ
ー
ソ
が
大
統
領
職
に
就
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
楽
観
、
ま
た
さ
し
当
っ
て
は
優
勢
な
閣
内
勢
力
を

背
景
に
南
部
利
益
の
増
進
を
一
つ
ま
り
関
税
率
引
下
げ
を
一
図
り
う
る
と
い
う
書
信
、
が
当
初
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
む
し
ろ
党
内
主
導
権
争
い
に
は
一
敗
を
喫
し
た
わ
け
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
疇
点
で
無

効
宣
言
理
論
が
実
地
に
移
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
理
論
と
並
ん
で
、
今
ひ
と
つ
の
政
治
的
活
路
が
南
部
人
の
眼
前
に

は
開
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

4
　
南
部
脹
西
部
同
盟

　
カ
ル
フ
ー
ン
派
は
ジ
ャ
ク
ス
ソ
施
政
の
開
初
点
に
西
部
の
一
動
向
に
着
目
し
、
こ
れ
に
支
援
の
手
を
さ
し
仲
べ
て
い
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
知
事

エ
ド
ワ
ー
ズ
の
唱
導
す
る
無
償
土
地
運
動
で
あ
る
。
一
八
二
八
年
＝
一
月
、
同
知
事
は
州
議
会
宛
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
公
有
地
開
題
を
取
上
げ

て
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。
連
邦
加
入
後
の
西
部
雲
州
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
東
部
旧
州
と
対
等
で
あ
り
、
　
「
旧
里
と
同
じ
主
権
・
自

由
・
独
立
を
有
し
て
い
る
」
。
西
部
新
州
の
公
有
地
は
連
邦
政
府
が
そ
の
管
理
権
を
有
す
、
と
す
る
が
ご
と
き
規
定
は
憲
法
に
は
見
当
ら
な
い
。
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連
邦
政
府
の
そ
の
よ
う
な
権
利
は
、
期
間
的
に
言
っ
て
、
新
興
の
連
邦
加
入
時
以
前
の
時
期
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
。
つ
ま

り
こ
れ
は
、
公
有
地
を
無
償
交
付
せ
よ
と
い
う
要
求
で
あ
っ
た
。
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
直
後
、
　
カ
ル
フ
ー
ソ
派
の
「
テ
リ
グ
ラ
フ
」
紙
は
直
ち
に

「
同
知
事
の
有
能
な
る
論
議
」
を
取
上
げ
た
。
そ
し
て
、
　
「
（
そ
こ
で
）
実
に
見
事
に
展
開
さ
れ
た
間
題
は
大
な
る
重
要
性
を
帯
び
て
」
お
り
、

ま
た
「
わ
れ
わ
れ
が
多
年
抱
い
て
き
た
」
見
解
で
も
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
全
面
的
な
賛
意
を
表
し
た
。
こ
こ
で
南
部
側
が
目
論
ん
で
い
た
の
は

南
部
と
西
部
の
地
域
利
害
の
取
引
、
つ
ま
り
南
部
は
公
有
地
問
題
で
は
西
部
側
に
譲
歩
す
る
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
北
部
と
の
関
税
闘
争
に
際

し
て
は
無
償
土
地
論
者
の
支
援
を
仰
ご
う
、
と
い
う
魂
胆
で
あ
っ
た
。
カ
ル
フ
ー
ン
派
の
政
治
家
た
ち
は
「
南
部
と
西
部
の
盟
友
」
を
確
保
せ

ん
と
し
て
、
西
部
人
が
「
公
有
地
問
題
を
前
面
に
押
し
出
し
て
…
…
新
聞
紙
上
で
論
議
を
巻
き
起
こ
し
、
そ
れ
を
持
続
的
に
展
開
す
る
」
こ
と

を
切
望
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
公
有
地
な
る
問
題
局
面
を
主
要
論
点
に
ま
で
持
上
げ
て
、
自
由
貿
易
と
無
償
土
地
を
基
幹
内
容
と
し
た
州

権
論
路
線
の
確
立
を
目
指
す
と
い
う
政
策
構
想
は
早
く
か
ら
カ
ル
フ
ー
ン
派
の
一
展
望
を
な
し
て
い
た
が
、
北
部
人
と
の
党
内
抗
争
に
敗
退
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
以
後
、
彼
ら
は
改
め
て
同
盟
関
係
の
補
強
作
業
に
全
力
を
傾
注
し
始
め
た
。

　
そ
し
て
折
し
も
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
好
機
が
到
来
し
た
。
こ
と
の
起
こ
り
は
二
九
年
末
、
国
民
共
和
党
員
の
フ
ッ
ト
が
上
院
で
、
公

有
地
の
売
却
を
現
在
す
で
に
公
売
に
付
さ
れ
て
い
る
部
分
に
欄
慨
す
る
こ
と
の
可
否
を
調
査
せ
よ
、
と
い
う
決
議
を
提
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

こ
れ
は
北
部
資
本
家
の
立
場
を
こ
と
さ
ら
二
曲
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
西
部
議
員
ベ
ソ
ト
ソ
は
直
ち
に
そ
の
真
意
を
読
取
っ
た
。

「
工
場
は
低
賃
銀
で
働
く
貧
困
階
層
を
必
要
と
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
階
層
は
西
部
移
住
と
土
地
の
獲
得
を
望
ん
で
い
る
」
。
そ
れ
ゆ
え

「
い
か
に
し
て
こ
れ
を
食
い
止
め
る
か
、
つ
ま
り
貧
困
階
層
が
か
よ
う
な
邪
道
に
陥
る
の
を
い
か
に
し
て
防
止
す
る
か
」
一
こ
れ
が
北
部
側

の
一
貫
し
た
基
本
姿
勢
を
な
し
て
い
る
、
と
。
こ
の
ベ
ン
ト
ソ
演
説
に
続
い
て
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
選
出
の
ヘ
イ
ソ
が
立
ち
上
が
り
、
こ
れ

と
岡
じ
主
旨
の
北
部
攻
撃
を
加
え
た
。
そ
し
て
「
各
州
領
域
内
の
公
有
地
管
理
権
が
適
当
な
時
期
に
（
西
部
諸
学
へ
と
）
賦
与
さ
れ
る
」
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

西
部
人
さ
な
が
ら
強
く
要
請
し
た
。

　
こ
う
し
た
連
邦
議
会
で
の
論
戦
を
機
に
、
公
有
地
問
題
は
三
〇
年
初
頭
に
至
っ
て
新
聞
紙
上
の
主
調
音
と
化
し
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
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に
な
っ
た
。
　
「
公
有
地
問
題
は
、
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
公
衆
討
論
を
煽
っ
た
中
で
も
、
も
っ
と
も
重
大
な
諸
問
題
を
提
起
し
つ
つ
あ
る
」
と
い

う
声
は
、
北
部
で
も
南
部
で
一
様
に
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
連
邦
議
会
で
の
南
部
側
の
全
面
的
な
西
部
擁
護
論
が
、
同
盟
推
進
の
一
環
と
し
て
展

開
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
、
す
で
に
世
間
一
般
の
広
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
「
デ
イ
リ
ー
・
ア
ド
ヴ

ァ
タ
イ
ザ
ー
」
紙
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
ヘ
イ
ン
の
発
言
は
、
カ
ル
フ
ー
ン
氏
と
そ
の
党
派
が
西
部
と
協
圃
し
て
形
成
を
企
て
つ
つ
あ
る
同
盟
へ

の
糸
口
を
充
分
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
同
紙
は
次
の
よ
う
な
点
を
も
併
せ
指
摘
し
た
。
　
「
カ
ル
フ

ー
ン
氏
は
来
た
る
大
統
領
選
挙
で
は
専
ら
西
部
の
公
有
地
問
題
を
十
八
番
に
す
る
予
定
ら
し
い
」
と
。
こ
の
観
測
は
的
を
射
て
い
た
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
事
実
カ
ル
フ
ー
ン
は
、
こ
の
時
期
、
同
盟
勢
力
を
後
楯
に
し
て
次
回
大
統
領
選
に
は
宿
守
ら
出
馬
す
る
決
意
と
準
備
を
固
め
つ

つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
〇
年
四
月
末
、
彼
の
腹
心
は
イ
リ
ノ
イ
州
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
に
宛
て
て
書
き
送
っ
て
い
る
。
　
「
…
…
ジ
ャ
ク
ス
ン
将

軍
は
候
補
者
た
り
え
ず
、
南
部
と
西
部
の
候
補
者
と
し
て
は
カ
ル
フ
ー
ソ
氏
の
方
が
適
任
か
と
存
じ
ま
す
。
…
…
カ
ル
フ
ー
ソ
氏
は
日
ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

勢
力
を
拡
張
し
て
お
り
ま
す
。
…
…
民
は
関
税
と
西
部
公
有
地
な
る
論
点
に
依
拠
し
て
南
部
を
糾
合
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
。

　
カ
ル
フ
ー
ソ
派
は
民
主
党
政
権
の
関
税
政
策
に
失
望
し
、
主
導
権
争
い
に
も
苦
杯
を
な
め
た
が
、
新
た
に
無
償
土
地
論
者
を
動
員
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
忙
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
体
制
自
体
に
ト
ー
タ
ル
に
と
っ
て
代
ろ
う
と
す
る
大
々
的
な
巻
返
し
を
企
て
つ
つ
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
を
領
袖
と
仰
ぐ
与
党
主
流
派
の
連
中
は
、
一
方
で
は
、
こ
う
し
た
不
満
分
子
に
よ
る
関
税
面
で
の
突
上
げ
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
わ
け
だ
が
、
他
方
で
は
ま
た
野
党
と
の
論
戦
を
も
控
え
て
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
論
じ
よ
う
。
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四
　
与
野
党
の
抗
争

ジャクスソ期民主党の諸政策（清水）

1
　
第
二
合
衆
国
銀
行

　
二
八
年
選
挙
で
ア
ダ
ム
ズ
が
敗
北
し
て
の
ち
、
国
民
共
和
党
は
ク
レ
ー
を
指
導
者
と
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
本
来
こ
の
党
は
「
ア
メ

リ
カ
ン
体
調
」
に
お
い
て
二
つ
の
政
策
を
、
つ
ま
り
保
護
貿
易
と
官
民
提
携
の
推
進
と
を
掲
げ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
民

主
党
政
権
が
南
部
人
の
不
満
を
よ
そ
に
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
法
に
何
ら
変
更
を
加
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
与
野
党
の
争
点
も
専
ら
官

民
提
携
の
局
面
へ
と
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
こ
の
課
題
を
も
っ
と
も
集
約
的
な
形
で
具
現
し
て
い
た
の
は
第
二
合
衆
国
銀
行
と

呼
ば
れ
る
特
権
体
で
あ
る
。

　
こ
の
中
央
銀
行
は
、
対
英
戦
争
時
に
連
邦
政
府
が
財
政
的
窮
乏
に
陥
っ
た
際
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ア
ス
タ
ー
を
初
め
と
す
る
当
時
最

富
裕
の
商
業
資
本
家
た
ち
が
政
府
に
再
三
再
四
働
き
か
け
た
結
果
実
現
し
た
も
の
で
、
財
務
長
官
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
建
国
期
に
創
設
し
た
第
一
合

衆
国
銀
行
の
理
念
を
ほ
ぼ
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
銀
行
は
、
政
府
と
資
本
家
と
の
間
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
媒
介
機
関
を
演
じ
て
お
り
、

官
民
提
携
の
い
わ
ば
要
石
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
言
葉
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
「
政
府
を
支
援
し
協
力
す
る
こ
と
が
金
権
階
層

に
と
っ
て
直
ち
に
利
益
と
な
る
」
よ
う
な
財
政
政
策
の
一
環
と
し
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
合
衆
国
銀
行
が
幾
多
の
特
権
を
賦
与

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
政
府
預
金
は
す
べ
て
こ
の
銀
行
に
保
管
さ
れ
た
し
、
こ
の
巨
額
の
公
金
を
同
行
の
営
業
目
的
に
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

利
息
で
使
用
す
る
こ
と
も
許
可
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
資
本
金
三
、
五
〇
〇
万
ド
ル
の
う
ち
五
分
の
一
は
政
府
出
資
で
あ
っ
た
。

　
「
合
衆
国
銀
行
の
権
力
行
使
に
よ
っ
て
破
滅
さ
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
銀
行
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
。
「
単
な
る
権
力
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
い
え

ば
、
私
は
い
か
な
る
大
統
領
の
日
常
的
に
享
受
し
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
強
大
な
個
人
的
権
威
を
、
こ
の
数
年
間
、
日
々
行
使
し
て
ま
い
り

　
　
⑳

ま
し
た
」
。
と
き
の
銀
行
総
裁
ビ
ド
ル
は
こ
の
よ
う
に
豪
語
し
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
誇
張
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
莫
大
な
資
本
金
と
巨
額
の

政
府
預
金
の
ゆ
え
に
、
こ
の
銀
行
は
唯
一
最
大
の
金
融
機
関
と
し
て
、
無
数
の
中
小
銀
行
や
企
業
全
般
に
絶
対
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
え
た
し
、
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ま
た
物
価
や
信
用
量
を
全
癒
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
特
権
体
は
北
部
旧
勢
力
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
堅
固
な
牙
誠
で
あ
っ
た

と
言
え
る
が
、
新
興
階
暦
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
打
倒
す
べ
き
攻
撃
目
標
と
同
義
で
あ
っ
た
。
た
だ
単
に
、
そ
れ
が
特
権
と
独
占
の
象
徴
的
存
在

で
あ
っ
た
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
実
際
問
題
と
し
て
彼
ら
の
躍
進
を
阻
ん
で
い
た
。
金
融
部
門
が
実
業
の
中
枢
部
位
を
占
め
て
い

る
以
上
、
こ
の
面
で
の
差
励
や
抑
圧
は
ま
さ
に
死
活
問
題
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
合
衆
国
銀
行
は
一
八
一
六
年
四
月
一
〇
日
の
法
律
で
認
可
さ
れ
た
と
き
、
特
許
状
に
よ
っ
て
二
〇
年
間
の
営
業
期
閾
を
保
証
さ
れ
て
い

た
。
ジ
ャ
ク
ス
ソ
執
政
期
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
、
特
許
満
了
期
も
す
で
に
数
年
後
に
さ
し
迫
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
再
特
許
獲
得
の
た
め
に

は
連
邦
議
会
と
大
統
領
の
承
認
が
再
び
必
要
と
さ
れ
た
が
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
は
二
九
年
末
の
年
次
教
書
で
こ
の
点
を
取
上
げ
て
、
　
「
こ
の
銀
行
を

創
設
し
た
法
律
の
合
憲
性
は
…
…
国
民
の
多
く
の
者
か
ら
疑
闇
視
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
州
権
論
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
否
定
的
な
言
及
を

試
み
た
。
翌
年
の
教
書
で
も
、
こ
の
批
判
は
繰
り
返
さ
れ
た
。
も
と
も
と
ジ
ャ
ク
ス
ソ
は
、
そ
の
個
人
的
な
経
験
か
ら
し
て
、
銀
行
一
般
に
疑

問
を
抱
い
て
い
た
。
　
「
ジ
ャ
ク
ス
ソ
将
軍
の
反
感
は
、
こ
と
さ
ら
合
衆
国
銀
行
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
銀
行
と
名
の
つ
く
も
の
な

ら
す
べ
て
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
」
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
漠
然
た
る
疑
惑
感
を
も
っ
ぱ
ら
中
央
銀
行
へ
と
向
け
、
か
つ
そ
の
論
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
州
権
論
で
も
っ
て
裏
打
ち
さ
せ
た
の
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
を
初
め
と
す
る
大
統
領
の
側
近
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
銀
行
闘
争
」
と
は
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
こ
う
し
た
年
次
教
書
を
皮
切
り
に
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
、
再
特
許
法
案
の
拒
否
・
政
府
預
金

の
移
管
へ
と
発
展
し
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
経
過
を
取
り
扱
う
に
先
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
与
党
主
流
派
の
州
権
論
降
自
由
放
任
の
ド
グ
マ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ち

い
ま
少
し
検
討
を
加
え
、
こ
れ
を
よ
り
明
確
な
形
で
定
式
化
し
て
お
こ
う
。
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
局
面
で
も
二
元
的
な

性
格
を
備
え
て
い
た
、
つ
ま
り
、
北
部
州
権
論
者
た
ち
は
連
邦
次
元
で
は
合
衆
国
銀
行
に
代
表
さ
れ
る
宮
民
提
携
を
大
女
的
に
峻
拒
排
撃
し
て

い
た
が
、
州
行
政
の
次
元
で
は
お
よ
そ
裏
腹
の
政
策
に
没
頭
し
て
い
た
と
い
え
る
。
北
部
民
主
党
勢
力
が
も
っ
と
も
優
勢
を
誇
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
を
例
に
と
っ
て
、
こ
れ
を
示
そ
う
。

2
　
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
派
の
州
行
政
と
反
メ
ー
ソ
ン
党
の
誕
生
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ジャクスソ期民主党の諸政策（清水）

　
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
は
と
σ
9
曙
切
①
σ
q
①
蓉
畷
と
呼
ば
れ
る
卓
越
し
た
政
治
機
構
を
設
け
て
、
地
元
の
政
界
を
統
率
し
て
い
た
。
こ
れ
は

一
政
敵
を
し
て
「
こ
れ
ほ
ど
強
力
な
政
治
機
構
は
、
　
い
か
な
る
州
都
に
も
、
否
、
首
都
に
さ
え
、
　
か
つ
て
存
在
し
た
た
め
し
が
な
い
」
と
言

わ
し
め
た
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
影
響
力
と
威
力
」
と
は
銀
行
企
業
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
の
中
に
潜
ん
で
い
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
当
時
、
銀
行
（
州
法
銀
行
）
を
経
営
す
る
た
め
に
は
、
州
政
府
の
発
行
す
る
設
立
特
許
状
を
必
要
と
し
た
が
、
と
σ
ρ
雄
図
①
σ
q
窪
身

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
民
主
党
系
の
経
営
者
の
み
に
こ
れ
を
与
え
て
、
排
他
的
な
育
成
方
針
を
と
つ
ズ
い
た
。
特
に
彼
ら
は
「
竃
Φ
9
ρ
甑
8
、
露
α

男
鴛
ヨ
⑦
誘
．
じ
d
雪
汀
を
所
有
す
る
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
市
の
金
権
貴
族
と
結
託
し
」
、
そ
の
銀
行
を
「
と
び
9
塁
男
①
σ
q
Φ
き
賓
の
財
政
機
構
」
と
し
て

い
た
。
そ
し
て
二
九
年
夏
は
、
同
行
を
盟
主
と
し
て
安
全
基
金
制
度
と
称
す
る
全
州
的
規
模
の
銀
行
制
度
を
発
足
さ
せ
、
従
来
の
州
政
府
と
州

法
銀
行
と
の
結
託
関
係
を
組
織
的
・
原
理
的
な
段
階
に
ま
で
高
め
る
に
至
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ス
ン
時
代
の
開
幕
時
に
当
っ
て
、
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー

レ
ソ
は
知
事
職
を
僅
々
数
週
間
務
め
た
の
み
で
首
都
に
向
か
い
新
政
府
へ
と
入
閣
し
た
が
、
こ
の
短
時
日
の
う
ち
に
彼
が
手
が
け
た
唯
一
の
仕

事
こ
そ
、
こ
の
制
度
の
設
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
合
衆
国
銀
行
に
向
け
て
「
憲
法
侵
害
の
巨
大
な
る
先
駆
」
と
い
う
攻
撃
を
加
え
た
直
後
の

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
元
の
政
敵
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判
が
出
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
安
全
基
金
制
度
は

「
合
衆
国
銀
行
に
反
対
し
、
そ
の
制
度
に
と
っ
て
代
る
た
め
に
」
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
民
主
党
員
た
ち
は
連
邦
議
会
で
は
あ
ら
ゆ

る
銀
行
業
に
反
対
を
唱
え
た
が
、
州
に
お
い
て
は
銀
行
業
を
極
限
に
ま
で
推
し
進
め
た
」
と
。

　
有
料
道
路
や
運
河
建
設
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
内
陸
開
発
事
業
に
も
、
民
主
党
州
政
府
は
深
く
関
与
し
て
い
た
。
例
え
ば
一
八
二
五
年
に
完
工
し

た
エ
リ
…
運
河
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
大
湖
周
辺
の
西
部
地
域
と
大
西
洋
沿
岸
地
域
と
を
結
ぶ
商
品
輸
送
路
に
一
大
新
機
軸
を
画
す
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
エ
リ
ー
湖
眸
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
市
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
運
ば
れ
る
貨
物
の
ト
ソ
当
り
輸
送
費
は
一
〇
〇
ド
ル
か
ら
ハ
ド
ル
へ

と
下
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
力
は
全
国
的
な
範
囲
に
ま
で
及
ん
だ
。
他
の
運
河
や
衡
料
道
路
の
使
用
料
金
は
、
す
べ
て
こ
の
運
河
の
影

響
を
受
け
た
し
、
ま
た
二
七
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
ト
ル
ー
プ
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
西
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
小
麦
が
、
す
で
に
サ
バ

ナ
市
場
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
産
小
麦
に
と
っ
て
代
り
つ
つ
あ
る
。
土
壌
の
罷
沃
度
や
気
候
の
温
暖
さ
を
も
っ
て
し
て
は
「
五
対
一
と
い
う
輸
送
費
の
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⑳

相
違
し
と
太
刀
打
ち
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。
エ
リ
ー
運
河
起
工
当
時
、
合
衆
国
の
運
河
総
距
離
数
は
一
〇
〇
マ
イ
ル
に
も
満
た
な
か
っ

た
が
、
エ
リ
ー
運
河
は
こ
れ
だ
け
で
三
六
四
マ
イ
ル
の
長
距
離
を
誇
り
、
世
界
最
大
の
規
模
を
擁
し
て
い
た
。
こ
の
大
事
業
を
な
す
に
当
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
実
業
人
た
ち
は
連
邦
政
府
の
資
金
援
助
は
一
切
あ
お
が
ず
、
州
政
府
を
中
心
に
完
遂
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
有
名
な
拒
否
教
書
の
ひ
と
つ
に
、
エ
リ
ー
運
河
と
関
連
さ
せ
て
考
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
三
〇
年
五
月
、
メ
イ
ス
ヴ
ィ
ル

道
路
企
画
に
国
庫
援
助
を
与
え
る
法
案
が
ク
レ
ー
の
精
力
的
な
後
押
し
に
よ
っ
て
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
大
統

領
は
直
ち
に
拒
否
教
書
を
発
し
て
法
案
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
拒
否
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
連
邦
政
府
が
内
陸
開
発
事
業
に
加
担

す
る
の
は
違
憲
で
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
州
政
府
の
管
轄
下
に
属
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
国
民
共
和
党
員
ス
タ
ン
ベ
リ
ー
も
こ
の
と
き

指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
教
書
は
ジ
ャ
ク
ス
ン
自
身
の
見
解
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
か
の
偉
大
な
る
魔
術
師
」
（
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
そ
れ
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
要
す
る
に
、
合
衆
国
銀
行
へ
の
反
対
が
安
全
基
金
制
度
の
樹
立
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
メ
イ
ス
ヴ
ィ
ル
道
路
法
案
の
担
否

は
エ
リ
ー
運
河
建
設
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
新
興
階
層
の
代
弁
者
た
ち
が
自
由
放
任
を
高
唱
し
た
の
は
専
ら
首
都
の
中
央

政
界
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
州
次
元
で
は
む
し
ろ
意
欲
的
な
官
民
提
携
を
施
行
し
て
い
た
。
資
本
家
階
層
が
自
己
の
利
益
増
進
を
図
ろ
う
と
す

る
場
合
、
従
来
は
連
邦
政
府
に
依
拠
す
る
の
が
伝
統
的
な
態
度
で
あ
っ
た
が
、
新
興
勢
力
は
州
政
府
を
足
場
と
し
て
跳
躍
を
試
み
た
の
で
あ
り
、

ジ
ャ
ク
ス
ン
時
代
の
特
徴
は
、
州
政
府
の
役
割
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
州
規
模
で
の
連
邦
主
義
路
線
は
大
き
な
弊
害
を
州
内
部
に
生
み
出
し
た
。
内
陸
開
発
に
お
け
る
州
政
府
と
特
定
の
民
間
企
業
と

の
結
託
は
、
し
ば
し
ば
、
州
民
の
要
望
を
無
視
し
た
運
河
・
有
料
道
路
網
の
開
発
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
使
用
料
金
の
一
方

的
な
値
上
げ
を
許
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
西
部
地
区
で
は
O
け
窪
碧
σ
q
。
O
磐
鮎
の
建
設
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
巴
げ
p
超

国
①
σ
q
①
二
身
は
そ
れ
に
耳
を
か
さ
ず
、
　
エ
リ
ー
運
河
の
使
用
料
引
上
げ
を
企
て
た
。
州
法
銀
行
を
め
ぐ
る
官
民
提
携
の
弊
害
は
も
っ
と
大
き
か

っ
た
。
合
衆
国
銀
行
は
「
巨
大
な
規
模
で
害
悪
を
及
ぼ
す
恐
る
べ
き
怪
物
で
あ
る
が
、
州
法
銀
行
は
多
数
の
小
羊
に
過
ぎ
な
い
」
と
民
主
党
員
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ジヤクスソ期昆主党の諸政策（清水）

た
ち
は
主
張
し
て
い
た
が
、
む
し
ろ
彼
ら
こ
そ
「
州
の
金
融
制
度
全
般
に
対
し
て
、
実
に
危
険
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
」
て
い
た
。
特
に
そ
の
筆

頭
を
な
し
て
い
た
の
が
嵐
①
o
げ
ρ
巳
。
ω
．
ρ
巳
国
霞
旨
①
誘
．
切
露
犀
で
あ
る
。
「
冨
欝
団
ゆ
鎚
犀
の
業
務
に
関
す
る
知
識
を
多
く
も
た
ず
し
て
は
、

こ
の
州
の
西
部
諸
銀
行
の
繁
栄
が
、
い
な
存
立
さ
え
も
が
、
同
行
と
い
か
に
密
接
不
可
分
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
か
、
想
像
す
ら
つ
き
ま
せ

ん
」
と
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
の
患
子
が
語
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
安
全
基
金
制
度
の
親
銀
行
は
西
部
地
区
の
金
融
界
で
は
特
に
大
き
な
支
配
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
ふ
る
っ
て
お
り
、
健
全
業
務
を
理
由
と
し
て
は
同
地
区
の
投
機
熱
や
膨
脹
に
対
し
て
し
ば
し
ば
一
方
的
な
抑
圧
を
加
え
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
支
配
に
対
す
る
非
特
権
階
層
の
不
満
感
が
、
反
メ
ー
ソ
ソ
党
と
称
す
る
反
民
主
党
勢
力
の
拾
頭
を
促
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。
こ
の
党
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
部
地
区
を
起
点
と
し
て
、
ヴ
ァ
モ
ソ
ト
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン

ド
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
等
の
隣
接
諸
州
に
も
未
曾
有
の
速
度
で
党
勢
を
拡
張
し
た
が
、
特
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
で
の
躍
進
ぶ
り
に
は
目

覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
二
七
年
の
時
点
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
反
メ
ー
ソ
ソ
党
は
、
国
民
共
和
党
の
一
二
名
に
対
し
て
、
一
五
名
の
下
院
議

員
を
州
議
会
に
送
り
込
ん
で
い
た
が
、
三
一
年
に
は
一
二
〇
名
（
国
民
共
和
党
六
名
）
を
記
録
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
で

は
二
八
年
に
は
一
名
の
代
表
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
三
二
年
に
は
下
院
議
員
一
〇
〇
話
中
三
二
名
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
党

は
北
部
民
主
党
勢
力
の
牙
誠
を
な
す
二
大
州
で
、
国
民
共
和
党
に
代
る
反
対
勢
力
に
の
し
上
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
折
し
も
ヴ
一
，
ソ
・
ビ

ュ
ー
レ
ソ
ら
が
首
都
の
政
界
で
合
衆
国
銀
行
を
「
怪
物
」
呼
ば
わ
り
し
て
い
た
こ
ろ
、
彼
の
地
元
で
は
反
メ
ー
ソ
ソ
党
員
た
ち
が
蜜
Φ
。
ロ
ρ
巳
。
ω
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

磐
創
閏
霞
ヨ
曾
ω
、
切
雪
評
を
「
小
怪
物
」
呼
ば
わ
り
し
て
、
州
の
独
占
体
制
を
槍
玉
に
上
げ
て
い
た
。

⑮
　
の
。
巨
¢
ω
ヨ
σ
q
o
男
工
’
ミ
‘
℃
・
H
9
℃
や
謡
為
①
．

㊧
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
、
前
掲
書
、
八
一
頁
。

⑳
卑
ミ
鋤
ゆ
ヨ
ヨ
。
a
「
切
§
討
§
咽
翫
ヤ
。
ミ
覇
§
§
ミ
贈
翁
（
一
り
鵯
）
電
．

　
ω
b
。
？
ω
ω
P
℃
や
ω
①
㊤
－
ω
♂
．
℃
．
G
Q
o
◎
H
．

⑱
き
ミ
ニ
唱
■
沼
？
田
。
。
噛

㊧
　
甥
。
σ
冨
図
・
≦
謀
然
o
a
曹
ミ
無
。
蓮
黛
縣
｝
馬
9
ミ
雪
駄
≧
§
ぎ
轟
（
お
謹
）

　
　
　
凄

　
（
と
①
×
碧
鳥
震
O
・
閃
H
一
〇
犀
。
鳥
．
）
’
く
9
9
℃
や
q
。
ω
O
l
ω
ω
野

⑳
＜
露
U
窪
ω
。
p
卜
魯
ミ
導
起
遷
G
δ
・
（
H
8
刈
）
噛
憲
』
鵯
I
b
。
。
。
。
。
嚇
O
騨
日
導
。
ジ

　
o
》
ミ
こ
℃
．
α
G
。
．

⑳
　
0
7
9
二
㊦
㎝
冨
o
O
胃
募
ざ
』
ミ
帖
－
さ
肋
§
8
寄
烹
隻
、
朝
曇
ミ
§
魚
凄
ミ
鵠
ミ

　
奪
§
－
ミ
恥
§
迷
§
ミ
恥
q
9
脚
蹟
ミ
9
ミ
舞
謎
ミ
へ
恥
さ
（
お
O
ω
）
層
℃
や
ω
8
1
ω
㊤
ω
”

　
℃
℃
」
8
ム
O
G
。
…
図
。
白
圃
巳
り
さ
ミ
鳶
ミ
冒
“
謀
§
貸
悼
蕊
馬
ぎ
切
ミ
S
さ
ス
一
㊤
巽
）
い
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や
◎
。
㊤
旧
≦
一
一
げ
唱
ヨ
噛
切
ミ
ミ
恥
．
恥
切
§
S
”
§
恥
9
曲
§
ミ
寄
ミ
軌
（
6
①
圃
）
噛
や
H
δ
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ピ
＄
切
。
蕊
。
戸
愚
陶
ミ
ご
噂
や
恥
Q
。
一
門
P
℃
㍗
8
1
り
ご
国
ゆ
ヨ
ヨ
g
鼻
翼
「
賦
赴
や
Q
。
鴇
亀

⑫
　
旨
O
O
賃
夢
ざ
魯
。
ミ
こ
や
Q
σ
吐
下
や
母
ド
や
島
ρ
や
麟
O
…
く
P
づ
U
窪
器
鐸

　
§
§
き
建
き
ミ
“
ミ
洋
瓦
＆
§
馬
卜
S
ミ
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一
リ
ミ
）
㌧
℃
や
①
ω
占
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噛
Q
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P
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五
　
諸
論
点
の
総
決
算

1
　
公
有
地
、
関
税
お
よ
び
第
二
合
衆
国
銀
行

　
一
八
三
二
年
の
大
統
領
選
挙
を
前
に
し
て
、
国
会
で
は
三
つ
の
課
題
－
公
有
地
・
関
税
・
第
二
合
衆
国
銀
行
一
が
矢
継
ぎ
早
に
審
議
の

焦
点
と
な
っ
た
。
各
地
域
の
最
重
要
課
題
が
、
集
約
的
な
形
を
と
っ
て
表
面
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
公
有
地
と
関
税
に
関
す
る
法
案
は
南
部
－
西
部
同
盟
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
対
の
形
で
国
会
審
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
、
カ
ル
フ
ー

ソ
出
馬
の
成
否
も
こ
れ
ら
を
い
か
に
有
利
に
解
決
し
う
る
か
、
に
か
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
だ
が
、
実
際
の
審
議
経
過
は
同
盟
側
の
期
待
通

り
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ベ
ン
ト
ン
提
出
の
（
公
有
地
価
格
）
逓
減
法
案
が
二
一
票
対
二
四
票
を
も
っ
て
上
院
で
否
決
さ
れ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
反
対
票
を
投
じ
た
三
名
の
爾
部
議
員
が
支
持
派
に
回
っ
て
お
れ
ば
問
題
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
と
に
か
く
決
定
的
な
時
点
で

南
部
票
が
欠
如
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
西
部
議
員
を
絶
望
的
に
さ
せ
た
。
そ
し
て
関
税
問
題
で
は
ベ
ン
ト
ソ
以
下
の
西
部
議
員
が
南
部
人
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

捨
て
る
と
い
う
逆
の
事
態
が
生
じ
、
こ
こ
か
ら
、
税
率
引
下
げ
は
ま
た
も
や
阻
ま
れ
て
、
三
二
年
の
保
護
関
税
法
案
が
成
立
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
法
案
は
、
国
民
共
和
党
の
ア
ダ
ム
ズ
が
ジ
ャ
ク
ス
ン
政
府
と
協
力
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
課
税
品
へ
の
平
均
税
率
は
「
唾
棄
す
べ
き
関

税
」
よ
り
は
引
下
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
国
内
で
生
産
さ
れ
な
い
物
品
に
低
関
税
賦
課
の
態
度
を
と
っ
た
か
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

他
な
ら
ず
、
外
国
製
品
と
の
競
争
を
控
え
た
綿
お
よ
び
毛
織
物
・
鉄
な
ど
の
工
業
製
品
に
は
相
変
ら
ず
重
課
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
関
税
法
の
成
立
、
そ
し
て
そ
れ
を
終
止
符
と
す
る
南
部
皿
西
部
同
盟
の
解
体
は
、
党
内
反
主
流
派
の
突
き
上
げ
が
完
全
に
破
綻
し

た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
カ
ル
フ
ー
ン
の
選
挙
運
動
も
、
こ
れ
と
と
も
に
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
今
や
南
部
の
指
導
者
は
、
か
つ
て
彼
が

「
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
解
釈
」
で
提
示
し
た
無
効
宣
言
の
理
論
を
実
地
に
移
す
以
外
に
方
途
を
見
出
し
え
な
く
な
っ
た
。



・ジャクスソ期民主党の諸政策（清水）

　
ジ
ャ
ク
ス
ソ
が
第
二
合
衆
国
銀
行
の
合
憲
性
と
有
用
性
を
問
題
に
し
た
第
二
次
年
次
教
書
の
段
階
で
、
彼
が
こ
の
銀
行
に
再
送
許
状
を
与
え

る
意
思
の
な
い
こ
と
は
、
ほ
ぼ
判
明
し
て
い
た
。
し
か
し
銀
行
総
裁
ビ
ド
ル
は
、
三
二
年
一
月
、
国
会
に
再
特
許
申
請
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
国
民
共
和
党
の
ク
レ
ー
の
勧
奨
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
ビ
ド
ル
は
有
力
議
員
に
対
し
て
寛
大
な
情
実
融
資
を
行
な
っ
て
い

た
が
、
再
特
許
法
案
が
議
会
に
上
程
さ
れ
る
と
、
彼
は
自
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
乗
り
込
ん
で
裏
面
工
作
に
奔
走
し
た
。
そ
し
て
法
案
は
二
八
票
対

二
〇
票
で
上
院
を
、
　
一
〇
七
票
対
八
五
票
で
下
院
を
そ
れ
ぞ
れ
首
尾
よ
く
通
過
し
、
今
や
必
要
な
の
は
大
統
領
の
署
名
の
み
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
七
月
一
〇
日
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
は
拒
否
教
書
を
以
て
ク
レ
ー
艮
ビ
ド
ル
へ
の
回
答
と
し
た
。
州
権
論
の
立
場
か
ら
、
彼
は
従
来
通
り

合
衆
国
銀
行
の
合
憲
性
に
疑
問
符
を
つ
け
た
。
ま
た
銀
行
株
の
四
分
の
一
が
外
国
人
の
手
中
に
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
、
そ
れ
は
合
衆
国
の
自

由
と
独
立
を
脅
威
に
さ
ら
す
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
彼
は
大
衆
煽
動
的
な
響
き
を
こ
め
て
、
次
の
よ
う
に
力
強
く
宣
言
し
た
。

「
金
持
と
権
力
者
と
が
余
り
に
も
し
ば
し
ば
彼
ら
の
利
己
的
目
的
へ
と
政
府
の
行
為
を
ね
じ
ま
げ
て
し
ま
う
の
は
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
…
…

す
べ
て
の
人
間
は
法
の
保
護
を
平
等
に
受
け
る
資
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
法
が
、
こ
れ
ら
の
自
然
で
正
当
な
恩
典
に
人
為
的
な
差
別

を
つ
け
加
え
…
…
金
持
を
一
層
富
ま
し
、
権
力
者
を
一
層
強
力
に
し
ょ
う
と
試
み
る
場
合
に
は
、
同
じ
よ
う
な
恩
典
を
自
ら
確
保
す
る
だ
け
の
．

時
間
も
手
段
も
持
た
な
い
社
会
の
下
層
階
級
t
農
民
・
職
工
・
労
働
者
－
は
政
府
の
不
正
に
苦
情
を
い
う
権
利
を
も
っ
て
い
る
」
。

　
こ
の
拒
否
教
書
が
投
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
あ
た
か
も
大
統
領
選
の
最
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
政
府
与
党
の
「
グ
ロ
ー
ブ
」
紙
は
こ
れ
を
「
第

二
の
独
立
宣
言
」
だ
と
触
れ
回
り
、
大
統
領
の
行
為
は
「
金
権
貴
族
制
」
と
「
ア
メ
リ
カ
貴
族
の
温
床
」
に
対
す
る
果
敢
な
挑
戦
で
あ
る
と
し

て
大
々
的
に
論
じ
立
て
た
。
こ
う
し
た
告
発
姿
勢
が
当
時
の
選
挙
民
、
特
に
新
有
権
者
層
に
と
っ
て
大
衆
受
け
の
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
秋
の
選
挙
は
ジ
ヤ
ク
ス
ソ
ニ
ー
九
票
対
ク
レ
ー
四
九
票
と
い
う
、
お
よ
そ
類
例
の
な
い
大
差
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

2
　
サ
ウ
ス
・
力
ロ
ラ
イ
ナ
人
民
へ
の
布
告

　
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
指
導
老
た
ち
は
大
統
領
選
挙
に
は
何
ら
の
関
心
も
示
さ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
、
三
・
二
年
一
台
月
肖
九
三
、
特
別

会
議
を
召
集
し
て
無
効
宣
言
条
冷
を
可
快
し
、
二
八
年
と
三
二
年
の
瀾
税
法
の
施
行
を
断
固
拒
否
し
た
。
そ
し
て
A
も
し
も
連
邦
政
府
が
サ
ウ
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入
・
カ
μ
ラ
イ
ナ
州
に
武
力
的
抑
圧
を
加
え
る
場
合
に
は
、
「
以
後
こ
の
州
は
他
州
人
民
と
の
政
治
的
結
合
を
保
持
す
べ
き
義
務
よ
り
解
放
さ

れ
、
直
ち
に
独
立
し
た
政
府
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
宣
言
し
た
。
州
議
会
は
武
器
購
入
の
資
金
を
調
達
し
、
義
勇
兵
を
微
募
し
た
。

こ
う
し
た
南
部
人
の
挑
発
は
大
統
領
を
大
い
に
激
怒
さ
せ
た
。
し
か
し
一
二
月
二
〇
日
に
発
表
さ
れ
た
彼
の
「
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
人
民
へ

の
布
告
」
は
、
あ
く
ま
で
冷
静
さ
を
取
繕
っ
て
南
部
人
の
挙
動
を
戒
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
無
効
宣
言
条
令
は
連
邦
破
壊
を
志
向
す
る
に
等
し

い
。
州
が
連
邦
法
の
無
効
を
宣
言
し
う
る
と
す
る
想
定
は
「
連
邦
の
存
在
と
相
容
れ
ず
、
憲
法
の
字
句
と
も
明
ら
か
に
矛
盾
し
、
憲
法
精
神
の

是
認
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
。
憲
法
下
に
樹
立
さ
れ
た
連
邦
政
府
は
、
州
で
は
な
く
人
民
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
州
と
い
え

ど
も
脱
退
の
権
利
を
有
し
て
は
い
な
い
。
　
「
各
州
が
随
意
に
連
邦
か
ら
脱
退
し
う
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
合
衆
国
は
国
家
に
あ
ら
ず
と
主
張

す
る
に
等
し
い
」
と
。

　
こ
う
し
た
大
統
領
布
告
の
根
底
に
流
れ
て
い
た
の
は
、
要
す
る
に
連
邦
主
義
者
の
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
遠
く
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
立
場
を
、

そ
し
て
近
く
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
立
場
を
理
論
的
に
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
尤
後
年
リ
ン
カ
ー
ン
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
立
場
で
も
あ
っ

た
。
因
み
に
三
〇
年
初
頭
、
ユ
ニ
オ
ン
の
性
格
を
め
ぐ
る
連
邦
上
院
の
一
大
討
論
で
、
カ
ル
フ
ー
ン
派
の
ヘ
イ
ン
が
無
効
宣
言
の
理
論
を
公
然

表
明
し
た
際
、
国
民
共
和
党
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
は
こ
れ
を
反
駁
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
憲
法
と
連
邦
政
府
は
「
人
民
の

た
め
に
創
造
さ
れ
、
人
民
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
人
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う
」
も
の
で
あ
る
。
連
邦
政
府
の
政
策
が
合
憲
で
あ
る
か
否
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
最
終
判
定
権
は
州
で
は
な
く
人
民
に
、
つ
ま
り
そ
の
代
表
た
る
連
邦
政
府
自
体
に
属
す
、
と
。
こ
の
論
戦
に
際
し
て
ジ
ャ
ク
ス
ン
は
、
政
敵

の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
力
強
い
弁
舌
で
も
っ
て
「
わ
が
党
の
ヘ
イ
ソ
」
を
圧
倒
し
た
と
い
う
報
せ
を
耳
に
し
た
と
き
、
私
は
「
そ
れ
を
期
待
し
て

い
た
」
と
語
・
た
と
い
葱
ま
た
・
ジ
・
ク
う
の
山
鶉
が
リ
ン
カ
↓
の
そ
れ
と
相
通
ず
る
こ
と
も
・
歴
史
画
ヶ
・
・
の
次
の
言
葉
に
示

さ
れ
て
い
る
。
　
「
リ
ン
カ
ー
ン
が
一
八
六
一
年
の
連
邦
脱
退
論
者
を
連
邦
に
反
乱
を
企
て
る
市
民
と
み
な
し
、
か
つ
彼
ら
の
連
邦
脱
退
条
令
を

『
無
効
に
し
て
効
力
な
き
偽
り
の
法
』
と
呼
ん
だ
と
き
、
彼
は
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
た
て
た
先
例
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
も
し
ジ
ャ
ク
ス
ソ
が
無

効
宣
言
に
軟
弱
に
も
屈
し
て
い
た
な
ら
、
一
八
六
一
年
前
合
衆
国
の
保
存
を
不
可
能
に
す
る
一
連
の
出
来
事
が
続
い
て
古
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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甕
と
に
津
グ
う
筏
リ
募
ー
ゾ
の
欝
を
可
聾
し
た
と
い
え
よ
葱
」

　
「
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
人
民
へ
の
布
告
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
当
時
の
政
党
状
況
に
は
一
大
変
化
が
生
じ
た
ひ
ウ
ニ
ブ
入
タ
ー
や
ア
ダ
ん

ズ
を
初
め
と
す
る
国
民
共
和
党
の
指
導
者
た
ち
が
急
遽
ジ
ャ
ク
ス
ソ
陣
営
へ
と
方
向
転
換
し
、
大
統
領
の
「
も
っ
と
も
熱
烈
な
る
支
持
者
」
と

化
し
た
。
そ
し
て
州
権
論
対
連
邦
主
義
と
い
う
政
党
間
の
標
識
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
突
如
暖
昧
化
し
、
政
界
が
再
編
成
さ
れ
て
ジ
ャ
ク
ス
ソ

脇
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
党
が
出
現
す
る
か
に
見
え
た
。
だ
が
ジ
ャ
ク
ス
ン
の
布
告
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
事
態
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
一
こ
入
に
見
て

き
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
一
決
し
て
偶
発
的
な
成
行
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
関
税
問
題
に
対
し
て
最
終
的
に
示
さ
れ
た
連

‘薬

蜍
`
の
固
守
は
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
期
民
主
党
政
権
の
体
質
に
も
と
も
と
根
差
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
以
後
の
カ
ル
フ
ー
ソ
派
の

脱
党
も
、
単
に
そ
れ
が
表
面
化
し
た
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
民
主
党
内
の
カ
ル
フ
ー
ン
派
と
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
派
と
は
、
そ
の
支
持
層
の
面

か
ら
い
っ
て
、
当
初
よ
り
決
し
て
共
存
可
能
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
〇
年
代
以
降
に
至
っ
て
同
党
の
主
導
権
は
南
部
人
の

側
が
掌
握
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
と
符
節
を
合
わ
せ
て
今
度
は
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
の
方
が
自
由
土
地
党
（
共
和
党
形
成
期
の
中
核
を
な

す
党
）
の
指
導
者
へ
と
転
身
し
、
前
大
統
領
が
自
党
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
政
治
史
上
類
例
の
な
い
事
態
が
生
じ
る
こ
と
に

も
な
る
が
、
南
北
戦
争
前
夜
の
こ
う
し
た
好
一
対
の
脱
党
現
象
も
実
は
民
主
党
の
結
成
時
に
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

3
　
合
衆
国
銀
行
の
倒
壊
と
自
由
銀
行
法
の
制
定

　
南
部
の
挑
戦
に
よ
っ
て
関
税
問
題
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
結
果
、
実
業
利
益
相
互
の
対
立
も
一
時
背
景
へ
と
退
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
銀
行
問
題
を
抜
き
に
し
て
の
話
で
あ
っ
た
。
争
点
が
改
め
て
こ
の
局
面
へ
と
引
き
戻
さ
れ
た
と
き
、
大
統
領
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

の
間
に
は
再
び
従
来
通
り
の
溝
が
横
た
わ
っ
た
。

　
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
再
選
さ
れ
た
ジ
ャ
ク
ス
ソ
は
、
で
き
る
だ
け
速
か
に
、
合
衆
国
銀
行
の
命
脈
を
断
と
う
と
決
意
し
て
い
た
が
、
三

三
年
一
〇
月
、
政
府
預
金
の
引
上
げ
と
い
う
手
段
で
も
っ
て
、
　
こ
れ
を
実
行
に
移
し
た
。
す
で
に
拒
否
教
書
の
段
階
で
銀
行
の
将
来
は
運
命

づ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
強
行
措
置
が
と
ら
れ
る
の
は
異
例
の
事
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
も
新
た
に
政
府
預
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⑳

金
の
保
管
所
に
指
定
さ
れ
た
の
は
民
主
党
系
の
州
法
銀
行
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
お
気
に
入
り
銀
行
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
大
統
領
の
横
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

暴
を
、
銀
行
総
裁
ビ
ド
ル
が
傍
観
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
す
で
に
お
こ
な
っ
た
貸
付
は
極
力
回
収
し
、
新
た
な
貸
付
は
で
き
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

け
拒
否
す
る
と
い
う
、
信
用
収
縮
政
策
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
政
府
預
金
の
移
管
に
備
え
て
銀
行
側
の
と
る
べ
き
当
然
の
措
置
で
は

あ
っ
た
が
、
実
は
そ
れ
以
上
の
意
図
も
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
過
度
の
信
用
収
縮
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
界
に
苦
痛
と
不
便
を

与
え
、
そ
れ
を
機
に
再
特
許
の
気
運
を
蒸
し
返
そ
う
と
い
う
魂
胆
で
あ
る
。
事
実
、
人
工
的
な
不
況
が
生
じ
て
、
物
価
の
下
落
と
企
業
の
倒

産
・
失
業
が
各
地
で
続
出
し
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
焦
土
戦
術
に
よ
っ
て
も
、
ビ
ド
ル
の
巻
き
返
し
は
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
不
況
の
責
が
彼
自
身
に
は
ね
返
り
、
世
論
の
支
持
を
大
き
く
失
う
羽
目
に
な
っ
た
。
三
四
年
春
、
つ
い
に
ビ
ド
ル
は
信
用
収
縮
政
策
を

中
断
し
、
銀
行
闘
争
は
ジ
ャ
ク
ス
ソ
の
勝
利
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

　
三
六
年
の
特
許
満
了
と
と
も
に
、
連
邦
次
元
の
巨
大
な
特
権
体
も
つ
い
に
合
衆
国
か
ら
姿
を
消
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
州
次
元
で
の
特
権
や
独

占
の
方
は
そ
の
後
一
体
ど
う
な
っ
た
の
か
。
婁
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
「
自
由
銀
行
法
」
な
る
法
律
を
制
定
し
て
、
州
に
お
け
る
銀
行
企
業

民
主
化
の
方
針
を
鮮
明
な
形
で
打
ち
出
し
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
州
で
採
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
誰
で
も
一
州
の
要
求
す
る
資
格
要
件
を
充
足
し
さ
え
ず
れ
ば
一
自
由
に
銀
行
企
業
を
手
が
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
特
定
の
党
派
に
よ
る
独
占
体
制
も
終
止
符
を
打
た
れ
た
。
こ
う
し
た
法
律
を
提
案
し
、
そ
の
立
法
化
に
尽
力
し
た
の
が
合
衆
国
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

銀
行
の
打
倒
を
声
高
に
叫
ん
で
い
た
連
中
で
は
な
く
、
反
戦
ー
ソ
ソ
党
員
の
側
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
繰
返
し
指
摘
す
る
必
要
も

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
合
衆
国
銀
行
の
倒
壊
を
囹
撃
し
て
、
反
メ
ー
ソ
ソ
党
の
あ
る
指
導
者
は
機
敏
に
も
次
の
よ
う
な
観
察
を
下
し
て
い
た
。
　
「
人
民
は
、
彼
ら
が

金
権
的
独
占
体
を
打
倒
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
の
教
訓
を
、
彼
ら
が
直
ち
に
忘
却
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
州

は
こ
う
し
た
独
占
の
積
り
ゆ
く
重
圧
の
下
で
、
文
字
通
り
帥
吟
し
て
い
る
」
の
だ
か
ら
、
と
。
つ
ま
り
「
連
邦
の
独
占
体
」
が
消
減
し
た
結
果
、

特
権
と
独
古
に
対
す
る
攻
撃
の
矛
先
は
今
や
倍
化
さ
れ
た
形
を
と
っ
て
、
民
主
党
員
の
州
行
政
へ
と
は
ね
返
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て



「
自
由
銀
行
法
」
と
は
、
他
で
も
な
い
、
　
「
ジ
ャ
ク
入
ソ
と
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
の
支
持
者
ど
も
に
よ
ウ
て
培
わ
れ
後
援
さ
れ
て
き
た
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

独
占
体
の
不
健
全
さ
と
悪
徳
」
に
と
ど
め
を
刺
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
も
や
が
て
幕
を
閉
じ
よ
う
と
す
る
時
点
で
、
民
主
党
員

た
ち
は
、
か
つ
て
彼
ら
が
連
邦
次
元
で
縦
横
に
駆
使
し
た
論
理
を
不
承
不
承
政
敵
か
ら
飲
ま
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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ヴャクスソ期民主党の諸政策（清水）

　
さ
て
、
以
上
論
じ
た
事
柄
を
も
う
一
度
概
括
的
に
ふ
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　
こ
の
小
論
の
取
り
扱
っ
た
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
感
情
融
和
の
時
代
」
と
南
北
戦
争
前
夜
（
一
八
四
〇
年
代
以
降
）
と
を
橋

渡
し
す
る
位
置
を
占
め
て
お
り
、
南
北
両
地
域
が
背
反
的
な
経
済
体
制
を
確
立
し
て
い
く
準
備
段
階
を
な
し
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
北

部
で
は
産
業
資
本
主
義
の
成
立
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
新
・
旧
資
本
家
の
抗
争
と
主
導
権
の
交
替
が
進
展
途
上
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
部
で
は

プ
ラ
ン
タ
ー
層
に
よ
っ
て
奴
隷
制
経
済
が
拡
充
さ
れ
る
過
程
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
両
地
域
の
間
で
は
、
関
税
設
定
を
め
ぐ
る
対
立
感
情

が
よ
う
や
く
顕
著
な
形
を
と
り
始
め
た
時
代
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
利
害
の
進
展
期
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ャ
ク
ス
ソ
施
政
を
方
向
づ
け
た
の
は

他
な
ら
ぬ
北
部
新
興
階
層
の
代
弁
老
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
標
榜
し
た
州
権
論
は
特
殊
な
構
造
を
備
え
て
い
た
と
言
え
る
。

　
ま
ず
第
一
に
そ
れ
は
、
南
部
人
の
主
眼
と
す
る
自
由
貿
易
の
主
張
は
毛
頭
含
ん
で
お
ら
ず
、
専
ら
政
府
と
旧
資
本
家
層
と
の
結
託
を
断
ち
切
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ろ
う
と
す
る
だ
け
の
、
い
わ
ば
片
面
的
な
要
請
で
し
が
な
か
っ
た
。
派
閥
の
統
合
過
程
で
、
巧
妙
に
も
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
は
抽
象
的
な
ド

グ
マ
の
次
元
で
南
部
人
と
の
間
に
政
治
協
定
を
取
り
付
け
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
州
権
論
の
二
元
的
性
格
と
南
北
両
勢
力
の
経
済

的
対
立
点
を
隠
蔽
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
直
後
成
立
し
た
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
は
一
通
説
と
は
逆
に
、
ま
た
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
自

身
の
弁
解
め
い
た
口
振
り
と
も
裏
腹
に
一
実
は
、
彼
の
周
到
な
画
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ャ
ク
ス
ソ
第
一
期
を
通
じ
て
、
税

率
引
き
下
げ
の
努
力
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ル
フ
ー
ソ
派
は
、
直
ち
に
無
効
宣
言
を
発
す
る
と
い
う
態
度
は
一
応

さ
し
控
え
て
、
南
部
－
西
部
同
盟
と
い
う
地
道
な
拮
抗
路
線
の
展
開
に
尽
力
し
た
が
、
こ
の
突
き
上
げ
も
三
二
年
の
大
統
領
選
挙
を
前
に
あ
っ

け
な
く
破
綻
を
ぎ
た
し
、
積
年
の
不
満
は
つ
い
に
無
効
宣
言
条
令
の
形
を
ど
っ
て
大
女
的
に
噴
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
統

領
は
断
固
た
る
連
邦
主
義
姿
勢
で
も
っ
て
事
態
に
臨
ん
だ
が
、
こ
と
関
税
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
措
置
は
逸
脱
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
わ
け
で
、

む
し
ろ
政
権
発
足
時
以
来
の
方
針
を
改
め
て
堅
持
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ス
ソ
時
代
の
南
部
プ
ラ
ン
タ
ー
層
は
、
彼
ら
が
南
北

戦
争
に
お
い
て
真
正
面
か
ら
激
突
す
る
こ
と
に
な
る
北
都
新
興
階
層
と
変
則
的
に
同
居
し
て
い
た
わ
け
で
、
州
権
論
派
の
政
党
が
政
権
を
担
当

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
民
共
和
党
（
資
本
家
旧
勢
力
）
に
向
け
ら
れ
た
州
権
論
日
自
由
放
任
の
主
張
自
体
、
二
元
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
メ
イ
ス
ヴ
ィ
ル
道

路
や
合
衆
国
銀
行
に
反
対
を
唱
え
た
最
大
の
立
役
者
が
、
と
り
も
直
さ
ず
エ
リ
ー
運
河
や
安
全
基
金
制
度
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
点

に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
与
党
主
流
派
の
政
治
家
た
ち
が
官
民
提
携
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
特
権
・
独
占
を
峻
拒
排
撃
し
た
場
合
、

そ
の
民
主
的
な
要
請
は
固
有
に
連
邦
次
元
で
の
呼
び
か
け
に
し
か
過
ぎ
ず
、
州
次
元
で
は
む
し
ろ
彼
ら
自
身
の
ほ
う
が
独
占
体
の
権
化
と
化
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
丈
を
裏
か
ら
証
明
す
る
も
の
に
反
メ
ー
ソ
ン
党
の
運
動
が
あ
る
。
こ
の
政
党
は
ジ
ャ
ク
ス
ソ
施
政
の
開
始
期
に
誕

生
し
、
そ
れ
も
北
部
民
主
党
勢
力
の
旺
盛
を
極
め
た
州
に
限
っ
て
、
こ
と
さ
ら
急
速
な
拾
頭
を
示
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
党
の
指
導
者
た
ち
は

恰
も
ヴ
ァ
γ
∵
ビ
ュ
ー
レ
ン
が
ビ
ド
ル
に
刷
け
た
の
と
岡
じ
要
求
を
、
当
の
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ュ
ー
レ
ソ
自
身
に
対
し
て
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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role・　played．　by　th．　e　revolutionaries　of　the　Society　for　China’s　Revival．　and

the　Restoration　Society　was　as　important　as嵐at　Qf　Sztn．〕勉’一sen孫文

and　Hsing－chung－fui　天中会．

　　In　this　article，　we　will　analyze　comprehensively　the　rnaking　of　these

societies　from　the　viewpoint　of　the　institutional　history　and　try　to　explain

the　differences　between　the　constitutionS　of　these　two　societies．

　　In　1903，　under　the　．．tense　situation　of　the　Far　East　accelerated　by　the

military　rivalry　between　Japan　and　Russia，　the　movement　of　the　Student

Volunteer　Corps　to　fight　Russia（Chie－O　I一ツung－tui）拒俄義勇隊arising

from　the　critical　problem　how　to　confront　the　invasive　Russia　has　brought

about　the　change　of　its　name　to　the　Society　for　Education　of　a　Militant

PeoPle（C勉％一勧。・min　Chiao－Nab－hui）軍国民教育会，　the　reformation　of　its

organization　and　the　tende／　cy　toward　the　secret　society　and　finally　the

system　of　revolutionary　uprising　under　the　leadership　of　the　Society　for

China’s　Revival　for　the　defeat　of　the　Ching　dynasty　which　was　supposed

to　be　westernized．

　　This　process　has　aiso　shown　the　acute　declaration　of　intention　of　the

Chinese　revolutionaries　against　the　Russo－Japanese　War．　On　the　one

hand，　they　have　confronted　the　invasive　Russia，　on　the　other　hand，　they

have　discovered　the　revolutlonary　Russia　and　have　accepted　the　strategic

thoughts　of　the　Narodniki　Movement．　They　have，　consequently，　com－

posed　the　Assassination　Corps（An－sha－t’uan）暗殺団as　a　subordinate

organization　of　the　Society　for　Education　of　a　Militant　People．　But　the

Society　for　China’s　Revival　has　rejected　the　trend　of　the．　Narodniki

Movement　and　at　last　the　Restoration　Society　has　started　on　the　1）asis

of　the　Assassination　Corps．

The　Policies　of　the　Jacksonians

by

T．　Shimizu

　　In　the　history　of　the　United　States，　what　we　call　“the　Age　of

Jackson　”　stands　in　a　unique　position　to　link　the　two　sharply　contrasting

periods　：　“　the　Era　of　Good　Feeling　”　under　the　Monroe’s　presidency　and

the　two　decades　preceding　the　Civil　War．

　　During　this　age’three　big　sections－the　North，　the　South　・and　the
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West－launched　into　’their　respective　social　and　ecoridmic　deVd’lopment＄，

which　led　to　the　various　an．d　heated　controversies　on　the　banks，　tariff

and　public　lands．　On　the　other　hand　this　age　witnessed　the・collapse　of

the　old　regime　and　the　rise　of　the　two－party　system　under　the　infiuence

of　the　sectionalism．

　　In　this　article　we　tried　to　explain　the　intrinsic’　features　of　the　early

Democratic　Party　by　investigating　how　the　Jacl〈sonians　confronted　the

imminent　problems　and　what　inconsistencies　in　the　principle　and　the

policy　they　were　compelled　to　commit．

A　Study　on　the　Medieval　Manor　Settlements　in　the

Southern　Part　of　Kinki　District

　　　by

Y；　Mizuta

　　This　is　the　report　of　the　investigation　on　the　cultivations　and　the

forms　of　the　manor　settlements　in　the　middle　ages　through　field－survey．

These　manor＄chosen　as　examples，■linenomura日根野村in　Icami和泉

（1316），Inouehonjo井上本庄短」Kii紀伊（1393）and磁sθ4α％os加搾田庄in

Kii紀伊（1183）were　located　on　the　plateau　in　the　southern　part　of

Kinki　district．

　　Considering　the　system　of　the　irrigation　which　was　drawn　ln　the　old

map，　we　will　know　such　a　fact　that　the　cultlvated　lands　on　the　plateau

were　irrigated　not　only　by　the　pond　but　also　by　the　conduit　that　was

led　from　the　river　to　the　river　terrace．　These・manors，　however，　hadn’t

complete　equipments　to　get　water，　so　there　remained　many　waste　lands

without　being　improved　into　the　arable　lands　in　the　middle　ages．

　　The　manor　villages　as　these，　therefore，　which　lived　upon　the　agricul－

ture，　were　small　in　scale　and　few　in　numl）er．　And　we　can　find　the

original　pat乞ern　of　the　modern　village　in　the　Bafeuhan．Regime幕藩体制

in　them　except　Kasedanosho．　，
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